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１  

環
境
保
全
に

配
慮
し
た
取
組
の
推
進

１
︲
１　

自
然
環
境
の
保
全

①
環
境
調
査
・
環
境
保
全

対
策
の
実
施

　
水
資
源
機
構
の
事
業
は
、
山

間
地
域
な
ど
自
然
豊
か
な
場
所

で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ダ

ム
や
用
水
路
な
ど
の
施
設
の
建

設
は
自
然
の
改
変
を
伴
う
こ
と

か
ら
、
自
然
環
境
の
保
全
に
努

め
て
い
ま
す
。
施
設
の
新
築
や

改
築
事
業
で
は
、
自
然
環
境
の

保
全
の
た
め
に
調
査
・
影
響
予

測
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
に
基

づ
い
て
環
境
保
全
対
策
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
実
施
し
た
環
境

保
全
対
策
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
に
よ
り
効
果
を
検
証
し
て

い
ま
す
。
令
和
３
年
度
は
、
８

の
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
湛
水
予

定
区
域
の
上
流
に
保
護
移
転
す
る
保

全
対
策
を
平
成
28
年
よ
り
実
施
し
、

令
和
３
年
度
は
、
成
体
等
17
個
体
を

移
転
し
、
移
転
開
始
か
ら
の
総
移
転

数
は
５
６
６
個
体
と
な
り
ま
し
た
。

　
移
転
先
で
は
、
堰
等
の
横
断
構
造

物
に
遡
上
路
を
設
置
、
河
岸
に
人
工

巣
穴
を
設
置
す
る
等
、
オ
オ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
息
環
境
の
整
備
を

行
っ
て
お
り
、
利
用
実
態
調
査
に
よ

り
過
年
度
に
設
置
し
た
遡
上
路
及
び

人
工
巣
穴
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

造
成
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
植
生

や
生
物
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
継

続
し
、例
え
ば
、鳥
類
に
お
い
て
は
、

3
種
か
ら
25
種
に
確
認
種
が
増
加
す

る
な
ど
、
池
・
湿
地
環
境
を
利
用
す

る
種
に
と
っ
て
、
良
好
な
生
育
・
生

息
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の

保
全
対
策
︵
川
上
ダ
ム
︶

　
川
上
ダ
ム
で
は
、
湛
水
予
定
区
域

環
境
保
全
の
取
組　

Ⅳ

造成直後（H24.3月）（上）と
造成後約９年（下）の環境保全地の状況

環境保全地で確認
されたモリアオガ
エル

オオサンショウウオの人工巣穴調査状況

事
業
で
環
境
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
ダ
ム
や
用
水
路
な
ど

の
管
理
業
務
で
は
、
施
設
の
供

用
に
伴
う
施
設
周
辺
の
自
然
環

境
の
変
化
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
環
境
に
配
慮
し
た
取
組
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
３
年

度
は
20
施
設
に
お
い
て
、
魚
類

遡
上
調
査
や
環
境
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。（
20
・
21
ペ
ー
ジ

に
自
然
環
境
調
査
の
実
施
事
務

所
及
び
内
容
一
覧
を
示
し
ま

す
。）

■
環
境
保
全
地
の
造
成

︵
思
川
開
発
︶

　
思
川
開
発
事
業
に
お
い
て
は
、
ダ

ム
の
湛
水
に
よ
り
水
田
が
消
失
す
る

こ
と
か
ら
、
平
成
24
年
に
環
境
保
全

対
策
と
し
て
新
た
に
環
境
保
全
地
を

取
組
状
況
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■
魚
類
遡
上
調
査

　
河
口
堰
な
ど
の
施
設
で
は
、
魚
類

の
遡
上
に
配
慮
し
、
魚
道
の
設
置
や

魚
類
を
誘
導
す
る
た
め
の
ゲ
ー
ト
操

作
な
ど
を
行
い
、
そ
の
効
果
を
確
認

す
る
た
め
の
魚
類
遡
上
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
利
根
大
堰
で
は
３
カ
所
（
１
号
～

３
号
）の
魚
道
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

ア
ユ
の
遡
上
状
況
に
つ
い
て
、
１
号

魚
道
に
設
置
し
て
あ
る
網
か
ご
で
毎

日
午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
に

採
捕
し
た
ア
ユ
の
数
を
計
測
し
、
令

和
３
年
度
は
約
１
万
６
千
匹
の
稚
ア

ユ
の
遡
上
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
遡
上
す
る
ア
ユ
や
サ
ケ
の

姿
は
魚
道
の
観
察
窓
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
魚
道

の
ラ
イ
ブ
映
像
を
配
信
し
ま
し
た
。

■
ダ
ム
下
流
河
川
環
境
の

改
善

　
ダ
ム
が
で
き
る
と
、
ダ
ム
下
流
へ

の
土
砂
供
給
量
が
減
少
し
、
ま
た
、

ダ
ム
下
流
の
流
量
が
平
滑
化
さ
れ
、

生
物
の
生
息
・
生
育
環
境
な
ど
の
河

川
環
境
へ
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ

放
流

（
※
１
）
等
の
ダ
ム
の
弾
力
的
管
理
試

験（
※
２
）、
ダ
ム
下
流
へ
の
土
砂
還
元
（
※
３
）を
行

い
、
ダ
ム
下
流
河
川
環
境
の
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
は
弾
力
的
管
理
試
験

等
の
取
組
を
11
ダ
ム
、
土
砂
還
元
を

７
ダ
ム
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
一
庫
ダ
ム
で
は
、
平
成
15
年
度
か

ら
土
砂
還
元
と
フ
ラ
ッ
シ
ュ
放
流
を

実
施
し
て
お
り
、
近
年
は
河
川
環
境

改
善
効
果
の
指
標
種
と
し
て
い
る
オ

イ
カ
ワ
、
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
類
の
増
加
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

※１　�ダムが建設されてダム下流の河川流況が平滑化されるため、付着藻類の剥離更新の促進、河床堆積物の掃流等を目的として一時的
に放流量を増加させる取組。�

※２　�ダムの洪水調節容量内に一次貯留した水をダム下流の河川環境改善のために放流し、その効果を評価する取組。
※３　�河川にダムができると貯水池に土砂が溜まるため、溜まった土砂をダム下流河川内に運搬、置土し、ダムからの放流水によって下

流河川へ流下させる取組。
※ 4　�魚類の生息場の環境改善、無水・減水区間（瀬切れ等）の解消等を目的とした放流量を増加させる取組。

魚道を遡上するサケ　
（利根導水路（利根大堰））

【令和３年度ダム下流河川環境の改善の取組実績】

弾力的管理試験等
下流河川の土砂還元

維持流量の増量放流※４ フラッシュ放流

下久保ダム、草木ダム、滝沢ダム、
一庫ダム、富郷ダム、新宮ダム、
寺内ダム

高山ダム、室生ダム、青蓮寺ダム、
比奈知ダム、一庫ダム

下久保ダム、浦山ダム、滝沢ダム、
室生ダム、青蓮寺ダム、比奈知ダム、
一庫ダム

フラッシュ放流前後の様子（一庫ダム）

フラッシュ放流中の様子（一庫ダム）

河
床
の
撹
乱

よ
ど
み
の
解
消
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【令和３年度　新築、改築事業等における環境調査等一覧】
事務所 自然環境調査対象 対策効果検証 結果

利根導水総合事業所 鳥類

思川開発建設所 猛禽類、昆虫、動物、植
物

猛禽類対策等の効果
昆虫類保全対策等の効果
植物移植の効果

保全整備地におけるムカシヤン
マの生息を確認
移植植物の開花確認

豊川用水総合事業部 猛禽類、動物、植物

木曽川水系連絡導水路建設所 猛禽類、植物、魚類

川上ダム建設所
猛禽類、植物、オオサン
ショウウオ、鳥類
下流河川環境

猛禽類対策等の効果
植物移植の効果
オオサンショウウオの人工巣穴、
遡上路の利用状況

移植植物の開花確認
オオサンショウウオが利用して
いることを確認

丹生事務所 植物 植物移植の効果 移植植物の定着を確認

池田総合管理所
（早明浦ダム再生） 植物 植物移植の効果 移植植物の開花確認

筑後川上流総合管理所
（小石原川ダム）

猛禽類、ほ乳類、植物、
魚類、底生動物

猛禽類対策等の効果
ほ乳類保全対策等の効果
植物移植の効果

保全整備地におけるコキクガシ
ラコウモリ、ヤマネの生息を確
認
移植植物の開花確認

ヤマネ　

環境調査・保全対策を実施した動植物の例

ムカシヤンマ　
（成虫・幼虫）

コキクガシラコウモリ　

シカ　

オオサンショウウウオ　

カザグルマ

クマタカ

ユキモチソウ

※�ARアプリ（COCOAR）をダウンロード後、スマートフォンを�　　マークのついた
写真にかざすとAR動画を観ることができます。

　ムカシヤンマ：産卵の様子、シカ：草を食べている。
　ヤマネ、コキクガシラコウモリ：夜間の状況。
　オオサンショウウオ：�移動している。

　　
 画像が動き出す

https://manual.coco-ar.com/appli/applidownload2.html
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※１�　�水資源機構管理のダム湖を対象に「魚類」「底生動物」「植物」「鳥類」「両生類・爬虫（はちゅう）類、哺乳（ほにゅう）類」「陸
上昆虫類」「環境基図作成」の項目に分け、毎年度いずれかの項目を抽出し、調査しています。「動植物プランクトン（ダム湖のみ）」
については、平成 28年度より毎年、水質調査と同時に実施しています。

【令和３年度　管理業務における環境調査等一覧】

事務所 魚道遡上調査
実施施設

下流河川環境調査
変遷追跡調査等 河川水辺の国勢調査※１

利根導水総合事業所 利根大堰
秋ヶ瀬取水堰

（武蔵水路） 植物（変遷追跡調査）
沼田総合管理所
（矢木沢ダム） 　

環境基図作成
（奈良俣ダム）
利根川下流総合管理所
（霞ヶ浦）

植物、鳥類（妙岐ノ鼻）
湖岸植生（変遷追跡調査） 　

（利根川河口堰） 利根川河口堰
荒川ダム総合管理所
（浦山ダム） 　 猛禽類（変遷追跡調査）

環境基図作成
（滝沢ダム） 　 猛禽類（変遷追跡調査）

下久保ダム管理所 　 河床環境、生物等
（下流河川環境調査） 環境基図作成

草木ダム管理所 　 　
中部支社 魚類調査（河川環境調査）
木曽川用水総合管理所 木曽川大堰 　 　
岩屋ダム管理所 　 　

植物
阿木川ダム管理所 　 　
長良川河口堰管理所 長良川河口堰 　 　
味噌川ダム管理所 　 　

植物
徳山ダム管理所 　 付着藻類（下流河川環境調査）

魚類（変遷追跡調査）
琵琶湖開発総合管理所 　 植物（変遷追跡調査） 　
木津川ダム総合管理所
（高山ダム） 　 　

両生類・爬虫類・哺乳類

（青蓮寺ダム） 　 　
（室生ダム） 　
（布目ダム） 　 　

（比奈知ダム） 　 河床環境、生物等
（下流河川環境調査）

一庫ダム管理所 　 魚類、底生動物、付着藻類
（下流河川環境調査）

日吉ダム管理所 　 　
池田総合管理所
（早明浦ダム） 　 　

魚類
（池田ダム） 池田ダム
（新宮ダム） 　 　

（富郷ダム） 　 魚類、底生動物、付着藻類
（下流河川環境調査）

旧吉野川河口堰管理所 旧吉野川河口堰
今切川河口堰 　

筑後川上流総合管理所 　
環境基図作成（寺内ダム） 　

（大山ダム）
筑後川下流総合管理所 筑後大堰
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②
環
境
保
全
の
た
め
の

環
境
巡
視
等

　

ダ
ム
建
設
事
業
に
つ
い
て

は
、
面
的
な
地
形
改
変
を
伴
う

こ
と
か
ら
、
事
業
実
施
区
域
内

の
巡
視
、
職
員
と
工
事
関
係
者

が
一
体
と
な
っ
た
環
境
保
全
の

た
め
の
協
議
会
の
設
置
、
工
事

ご
と
の
環
境
保
全
管
理
担
当
者

の
配
置
な
ど
に
よ
り
、
環
境
保

全
の
取
組
を
着
実
に
実
施
し
て

い
ま
す
。取

組
状
況

■
環
境
保
全
協
議
会
の

活
動

　
思
川
開
発
事
業
、
川
上
ダ
ム
建
設

事
業
で
は
、
職
員
や
工
事
関
係
者
の

環
境
保
全
意
識
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
一
体
と
な
っ
て
環
境
保
全
対

策
を
実
施
す
る
た
め
、
環
境
保
全
協

議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
協
議
会
に
お
い
て
、

環
境
保
全
の
視
点
（
水
質
保
全
、
騒

③
環
境
に
関
す
る

委
員
会
・
検
討
会
等

　
環
境
に
関
す
る
調
査
や
影
響

予
測
、
環
境
保
全
対
策
の
検
討

に
当
た
っ
て
は
、
最
新
の
知
見

に
基
づ
い
て
実
施
す
る
と
と
も

に
、
外
部
の
専
門
家
な
ど
か
ら

構
成
さ
れ
る
委
員
会
・
検
討
会

等
を
設
置
し
、
そ
の
指
導
・
助

言
を
得
て
い
ま
す
。

　
思
川
開
発
建
設
所
、
川
上
ダ
ム
建

設
所
、筑
後
川
上
流
総
合
管
理
所（
小

石
原
川
ダ
ム
）、
池
田
総
合
管
理
所

（
早
明
浦
ダ
ム
再
生
事
業
）
の
４
事

務
所
で
は
、環
境
へ
の
影
響
を
回
避
、

低
減
又
は
代
償
す
る
た
め
、
専
門
家

等
の
指
導
・
助
言
を
踏
ま
え
て
動
植

物
等
の
環
境
へ
の
影
響
予
測
・
評
価

を
行
う
と
と
も
に
、
動
物
の
生
息
環

境
の
改
善
・
移
殖
や
植
物
の
移
植
な

ど
の
環
境
保
全
対
策
を
講
じ
て
い
ま

す
。
効
果
的
な
環
境
保
全
対
策
な
ど

を
行
う
た
め
、
環
境
に
関
す
る
委
員

取
組
状
況

音
・
振
動
対
策
、
植
物
・
動
物
の
保

全
）
か
ら
各
工
事
現
場
を
パ
ト
ロ
ー

ル
す
る
と
と
も
に
、
環
境
保
全
に
関

す
る
対
応
策
の
周
知
・
徹
底
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
川
上
ダ
ム
で
は
、
環
境
巡
視
で
確

認
さ
れ
た
シ
ロ
バ
ナ
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ

バ
カ
マ
の
移
植
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が

迷
入
し
て
い
な
い
か
を
確
認
す
る
た

め
、
工
事
範
囲
内
の
水
の
溜
り
場
の

確
認
を
行
い
ま
し
た
。
発
見
し
た
オ

オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
保
護
し
、
影

響
の
な
い
付
近
の
河
川
へ
放
流
し
ま

し
た
。

会
・
検
討
会
等
を
次
頁
の
表
の
と
お

り
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
洪
水
調
節
な
ど
を
目
的
に

含
む
管
理
中
の
ダ
ム
・
堰
・
湖
沼
開

発
施
設
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省

の
各
地
方
整
備
局
と
と
も
に
ダ
ム
等

管
理
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
委
員
会
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
委
員
会
は
、

各
施
設
に
つ
い
て
洪
水
調
節
実
績
や

環
境
へ
の
影
響
等
の
調
査
結
果
に
つ

い
て
、
分
析
・
評
価
を
行
い
、
適
切

な
管
理
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
原
則
と
し
て
、
５
年
ご
と
に
過
去

の
調
査
結
果
の
分
析・評
価
を
行
い
、

定
期
報
告
書
と
し
て
と
り
ま
と
め
、

委
員
会
で
専
門
家
等
の
意
見
を
聴
く

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
、
霞
个
浦
開
発
、

利
根
川
河
口
堰
、
青
蓮
寺
ダ
ム
、
日

吉
ダ
ム
、
早
明
浦
ダ
ム
の
５
施
設
に

つ
い
て
定
期
報
告
書
を
作
成
し
、
委

員
会
で
専
門
家
等
の
意
見
を
聴
き
、

治
水
・
利
水
に
つ
い
て
適
切
に
効
果

を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
、
環
境
へ
の

影
響
等
に
つ
い
て
も
各
種
環
境
指
標

の
状
況
が
概
ね
安
定
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

オオサンショウウオの
放流の様子

シロバナショウジョウ
バカマ移植の様子



23 令和４年度 環境報告書

Ⅰ
事
業
の
概
要

Ⅱ
環
境
保
全
の
方
針

Ⅲ
環
境
保
全
の
取
組
の
体
制

Ⅳ
環
境
保
全
の
取
組

Ⅴ
よ
り
良
い
環
境
報
告
書
を
目
指
し
て

令和４年度 環境報告書 Ⅳ 環境保全の取組

【環境に関する委員会・検討会等一覧】

事業所名 委員会・検討会等の名称・ウェブサイト 令和３年度
開催回数

利根導水総合事業所 魚道懇談会 １

思川開発建設所 思川開発事業生態系保全委員会
https://www.water.go.jp/kanto/omoigawa/kankyo/iinkai.htm １

下久保ダム管理所 神流川土砂掃流懇談会
https://www.water.go.jp/kanto/simokubo/press/index.html １

豊川用水総合事業部 豊川用水希少猛禽類保全検討会 １

川上ダム建設所
川上ダムモニタリング部会
川上ダムオオサンショウウオ保全対策検討会
https://www.water.go.jp/kansai/kawakami/syun-joho/kankyo-torikumi/
kankyo-iinkai/indexc.htm

１

池田総合管理所 早明浦ダム再生事業環境検討委員会
https://www.water.go.jp/yoshino/ikeda/saisei/iinkai_kannkyou.html １

筑後川下流総合管理所
（筑後大堰） 筑後大堰関連環境調査連絡協議会 １

筑後川上流総合管理所
（小石原川ダム）

小石原川ダムモニタリング部会
https://www.water.go.jp/chikugo/koishi/environment/taisaku.html １

小石原川ダムモニタリング部会クマタカ保全検討会 １

トピックス

トピックス

　「環境DNA」とは、河川や湖沼に棲む生物の組織片（鱗や糞など）に由来するDNAのことをいい
ます。河川や湖沼から採水し、その水の環境DNAを分析することで、そこに生息する生物の種類や量
を把握することができます。従来の捕獲調査に比べると、対象種を捕獲する必要がないため生物への
負荷が少なく、また、調査の労力や費用を低減できる画期的な方法として注目されています。
　水資源機構では、山口大学と共同研究を行い、機構が管理している24ダム貯水池において、環境
DNA分析による魚類相調査を実施しました。
　河川水辺の国勢調査結果（採捕調査等）の魚類相と環境DNAで検出された魚類相を比較したとこ
ろ、24ダムにおいて、環境DNA分析では11～30種、河川水辺の国勢調査では14～44種が確認されて
いました。また、２手法の共通種数では９～27種でした。環境DNA調査では、過去に記録された魚
類の種の多くを１回の採水調査で検出できており、過去の採捕調査で記録されていなかった種も検出
することができました。一方で、河川水辺の国勢調査でしか確認されなかったものも多くみられ、環
境DNA調査の有用性が示された反面、課題も確認されました。

環境 DNA による魚類調査

採水 ろ過 DNA抽出 DNA増幅・配列決定

https://www.water.go.jp/kanto/omoigawa/kankyo/iinkai.htm
https://www.water.go.jp/kanto/simokubo/press/index.html
https://www.water.go.jp/kansai/kawakami/syun-joho/kankyo-torikumi/kankyo-iinkai/indexc.htm
https://www.water.go.jp/yoshino/ikeda/saisei/iinkai_kannkyou.html
https://www.water.go.jp/chikugo/koishi/environment/taisaku.html


川
上
ダ
ム
の
環
境
保
全
の
取
組
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

○
事
業
実
施
区
域
に
生
息
す
る
個
体

の
移
転

○
事
業
実
施
区
域
よ
り
上
流
の
生
息

環
境
の
改
善
（
人
工
巣
穴
・
遡
上

路
の
設
置
）

○
事
業
実
施
区
域
よ
り
下
流
の
生
息

環
境
の
改
善（
寄
せ
石
の
設
置
他
）

　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
上
下

流
域
の
移
転
個
体
を
含
む
成
体
の
生

息
状
況
や
、
人
工
巣
穴
や
遡
上
路
の

利
用
状
況
等
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
川
上
ダ
ム
の
事
業
実
施
区
域
周
辺

で
は
、
オ
オ
タ
カ
、
サ
シ
バ
、
ノ
ス

リ
な
ど
と
い
っ
た
希
少
猛
禽
類
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
工
事
実
施
に
あ

た
っ
て
は
事
業
実
施
区
域
及
び
そ
の

周
辺
に
生
息
す
る
つ
が
い
の
繁
殖
活

動
へ
の
影
響
の
回
避
・
低
減
を
基
本

と
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
オ
オ
タ
カ
に
つ
い
て
は
、

当
初
の
付
け
替
え
道
路
の
計
画
ル
ー

ト
が
営
巣
中
心
域
に
か
か
る
こ
と
か

ら
、
営
巣
木
及
び
営
巣
中
心
域
か
ら

極
力
距
離
を
確
保
す
る
ル
ー
ト
に
変

更
し
ま
し
た
。
ま
た
、
営
巣
に
影
響

が
予
測
さ
れ
る
範
囲
内
で
は
、
伐
採

制
限
範
囲
を
設
定
し
、
繁
殖
期
（
2

月
〜
8
月
、特
に
繁
殖
活
動
期
間
中
）

に
は
立
木
伐
採
を
行
わ
な
い
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
堤
体

に
比
較
的
近
い
２
つ
が
い
の
オ
オ
タ

カ
に
着
目
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
本
体
建
設
工
事
実

施
中
の
令
和
元
年
に
繁
殖
成
功
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
以
降
で
は
、

工
事
の
影
響
に
よ
る
忌
避
行
動
等
は

見
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
繁
殖
が

確
認
出
来
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
サ
シ
バ
、
ノ
ス
リ
、
ハ
チ
ク
マ
に

つ
い
て
も
貯
水
池
近
傍
で
繁
殖
活
動

を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
サ
シ
バ
及
び
ハ
チ
ク
マ
の
繁

殖
成
功
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
工
事
等
に
よ
る
直
接
改
変
の
影
響

を
受
け
る
植
物
の
重
要
な
種
に
つ
い

て
は
、
可
能
な
限
り
移
植
又
は
播
種

を
行
い
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
生

育
状
況
を
継
続
的
に
監
視
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

直
接
改
変
の
影
響
を
受
け
る
と
予

測
さ
れ
た
重
要
な
種
は
、「
ミ
ヤ
コ
ア

オ
イ
」「
チ
ャ
ル
メ
ル
ソ
ウ
」「
ウ
メ

バ
チ
ソ
ウ
」「
シ
ロ
バ
ナ
シ
ョ
ウ
ジ
ョ

ウ
バ
カ
マ
」「
コ
ガ
マ
」「
エ
ビ
ネ
」「
サ

ギ
ソ
ウ
」「
カ
ヤ
ラ
ン
」「
ツ
チ
ア
ケ
ビ
」

の
９
種
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
移
植
が

可
能
と
考
え
ら
れ
、
か
つ
改
変
区
域

で
確
認
さ
れ
た
４
種
（
写
真
）
に
つ

い
て
移
植
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
移
植

地
に
お
け
る
開
花
等
の
生
育
状
況
や

個
体
数
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

　
川
上
ダ
ム
は
、
夏
季
に
貯
水
池
に

蓄
え
ら
れ
る
熱
に
よ
り
夏
季
か
ら
冬

季
に
か
け
て
は
温
水
放
流
が
予
測
さ

れ
て
お
り
、
対
策
と
し
て
、
取
水
深

の
調
節
を
行
う
選
択
取
水
設
備
、
流

入
河
川
水
の
一
部
を
直
接
ダ
ム
下
流

に
放
流
す
る
流
入
水
バ
イ
パ
ス
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
富

栄
養
化
や
溶
存
酸
素
量
の
低
下
に
対

す
る
保
全
措
置
と
し
て
曝
気
設
備
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
管
理
移
行
後
は
貯
水
池
水
質
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
つ
つ
水

質
保
全
設
備
を
稼
働
し
、
貯
水
池
や

下
流
河
川
の
水
質
保
全
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

今
後
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

　
試
験
湛
水
の
進
捗
に
よ

り
着
々
と
水
位
が
上
昇

し
、
広
大
な
ダ
ム
湖
が
誕

生
し
ま
す
。
今
後
は
、
湛

水
に
よ
る
環
境
変
化
の
把

握
と
し
て
、
下
流
河
川
環

境
調
査
、
湛
水
域
の
魚
類

調
査
、
貯
水
池
周
辺
の
動

物
植
物
調
査
等
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
事

業
効
果
の
把
握
と
し
て
、

堆
砂
状
況
や
水
源
地
動
態

及
び
ダ
ム
湖
利
用
実
態
等

の
調
査
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

は
じ
め
に

　
川
上
ダ
ム
は
、
三
重
県
伊
賀
市
を

流
れ
る
淀
川
水
系
前
深
瀬
川
に
建
設

中
の
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム

で
、
洪
水
調
節
、
流
水
の
正
常
な
機

能
の
維
持
、
水
道
用
水
の
確
保
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
既
に
ダ
ム
堤
体

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
は
完
了
し
、

令
和
４
年
度
事
業
完
了
に
向
け
、
令

和
3
年
12
月
か
ら
試
験
湛
水
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

　
環
境
調
査
は
昭
和
62
年
か
ら
継
続

的
に
行
っ
て
お
り
、
平
成
21
年
7
月

に
は
、
そ
れ
ま
で
に
実
施
し
て
き
た

環
境
調
査
の
結
果
を
整
理
し
、
環
境

影
響
評
価
法
の
技
術
的
内
容
に
準
じ

て
調
査
、
予
測
、
環
境
保
全
対
策
の

検
討
及
び
評
価
を
行
い
、
川
上
ダ
ム

建
設
事
業
に
お
け
る
環
境
影
響
を
総

合
的
に
と
り
ま
と
め
た
「
川
上
ダ
ム

建
設
事
業
に
お
け
る
環
境
保
全
へ
の

取
り
組
み
」
を
作
成
・
公
表
し
、
環

境
保
全
の
取
組
を
行
い
な
が
ら
工
事

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
「
ダ
ム
等
の
管
理
に
係

る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
制
度
」
に
基
づ

き
、
試
験
湛
水
の
前
年
度
で
あ
る
令

和
２
年
度
よ
り
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

調
査
（
環
境
へ
の
影
響
等
の
調
査
）

期
間
と
な
り
、
開
始
か
ら
５
年
程
度

の
予
定
で
よ
り
詳
細
に
環
境
の
変
化

等
を
分
析
・
評
価
す
る
た
め
の
「
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
は
、
こ
れ
ま

で
実
施
し
て
き
た
環
境
保
全
措
置
の

効
果
の
確
認
、
湛
水
に
よ
る
環
境
変

化
の
把
握
、
ダ
ム
に
よ
る
事
業
効
果

等
の
把
握
を
行
う
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
有
識
者
に
よ
る
川
上
ダ
ム
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
部
会
に
て
調
査
計
画
を
定

め
、
指
導
・
助
言
を
得
な
が
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
ま
で
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
に
お
い
て
は
、
湛
水
開
始
前

〜
湛
水
初
期
の
状
況
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
環
境
保
全
措
置
の
効
果
の
確

認
が
主
と
な
っ
て
い
ま
す
。

環
境
保
全
措
置
の

効
果
の
確
認

　
川
上
ダ
ム
の
事
業
実
施
区
域
周
辺

で
は
、
国
の
特
別
天
然
記
念
物
で
あ

る
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
生
息
し

て
お
り
、
事
業
実
施
に
伴
い
、
文
化

庁
の
許
可
の
も
と
、
次
の
保
全
措
置

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

集集
特

保護調査

モニタリング調査の工程

オオサンショウウオ保全対策の概要

人工巣穴

上流で確認された個体

上流への移転

人工巣穴を利用する個体遡上路を上る個体

遡上路

⑴
　
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

・位置図 （淀川水系）

丹 生 ダ ム

琵琶湖

木津川

大戸川

姉川

高
時
川

宇治川

桂川

瀬田川

瀬田川洗堰

日吉ダム

一庫ダム

猪
名
川 淀川

淀川大堰
川 上 ダ ム

天ヶ瀬ダム

京都府 滋賀県

兵庫県

大阪府

奈良県

三重県

高山ダム

布目ダム

室生ダム 青蓮寺ダム
比奈知ダム

・位置図 （淀川水系）

丹 生 ダ ム

琵琶湖

木津川

大戸川

姉川

高
時
川

宇治川

桂川

瀬田川

瀬田川洗堰

日吉ダム

一庫ダム

猪
名
川 淀川

淀川大堰
川 上 ダ ム

天ヶ瀬ダム

京都府 滋賀県

兵庫県

大阪府

奈良県

三重県

高山ダム

布目ダム

室生ダム 青蓮寺ダム
比奈知ダム

年度

事業 建設 管理
試験湛水

フォローアップ調査

近畿地方ダム等管理フォローアップ委員会川上ダム
自然環境
保全委員会

モニタリング調査（5年程度）

川上ダムモニタリング部会
指導・助言

フォロー
アップ制度

R1以前 R2 R3 R4 R5 R6 R7以降

川上ダム位置図

令和 4年 6月撮影

● 寄せ石の整備
● 選択取水設備の設置
ダム貯水池下流側の
生息環境の改善

● 遡上路の設置
● 人工巣穴の設置
ダム貯水池上流側の
生息環境の改善

● オオサンショウウオの移転
ダム貯水池より上流側
の河川に移転

【保全対策の概要】
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川
上
ダ
ム
の
環
境
保
全
の
取
組
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

○
事
業
実
施
区
域
に
生
息
す
る
個
体

の
移
転

○
事
業
実
施
区
域
よ
り
上
流
の
生
息

環
境
の
改
善
（
人
工
巣
穴
・
遡
上

路
の
設
置
）

○
事
業
実
施
区
域
よ
り
下
流
の
生
息

環
境
の
改
善（
寄
せ
石
の
設
置
他
）

　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
上
下

流
域
の
移
転
個
体
を
含
む
成
体
の
生

息
状
況
や
、
人
工
巣
穴
や
遡
上
路
の

利
用
状
況
等
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
川
上
ダ
ム
の
事
業
実
施
区
域
周
辺

で
は
、
オ
オ
タ
カ
、
サ
シ
バ
、
ノ
ス

リ
な
ど
と
い
っ
た
希
少
猛
禽
類
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
工
事
実
施
に
あ

た
っ
て
は
事
業
実
施
区
域
及
び
そ
の

周
辺
に
生
息
す
る
つ
が
い
の
繁
殖
活

動
へ
の
影
響
の
回
避
・
低
減
を
基
本

と
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
オ
オ
タ
カ
に
つ
い
て
は
、

当
初
の
付
け
替
え
道
路
の
計
画
ル
ー

ト
が
営
巣
中
心
域
に
か
か
る
こ
と
か

ら
、
営
巣
木
及
び
営
巣
中
心
域
か
ら

極
力
距
離
を
確
保
す
る
ル
ー
ト
に
変

更
し
ま
し
た
。
ま
た
、
営
巣
に
影
響

が
予
測
さ
れ
る
範
囲
内
で
は
、
伐
採

制
限
範
囲
を
設
定
し
、
繁
殖
期
（
2

月
〜
8
月
、特
に
繁
殖
活
動
期
間
中
）

に
は
立
木
伐
採
を
行
わ
な
い
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
堤
体

に
比
較
的
近
い
２
つ
が
い
の
オ
オ
タ

カ
に
着
目
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
本
体
建
設
工
事
実

施
中
の
令
和
元
年
に
繁
殖
成
功
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
以
降
で
は
、

工
事
の
影
響
に
よ
る
忌
避
行
動
等
は

見
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
繁
殖
が

確
認
出
来
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
サ
シ
バ
、
ノ
ス
リ
、
ハ
チ
ク
マ
に

つ
い
て
も
貯
水
池
近
傍
で
繁
殖
活
動

を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
サ
シ
バ
及
び
ハ
チ
ク
マ
の
繁

殖
成
功
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
工
事
等
に
よ
る
直
接
改
変
の
影
響

を
受
け
る
植
物
の
重
要
な
種
に
つ
い

て
は
、
可
能
な
限
り
移
植
又
は
播
種

を
行
い
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
生

育
状
況
を
継
続
的
に
監
視
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

直
接
改
変
の
影
響
を
受
け
る
と
予

測
さ
れ
た
重
要
な
種
は
、「
ミ
ヤ
コ
ア

オ
イ
」「
チ
ャ
ル
メ
ル
ソ
ウ
」「
ウ
メ

バ
チ
ソ
ウ
」「
シ
ロ
バ
ナ
シ
ョ
ウ
ジ
ョ

ウ
バ
カ
マ
」「
コ
ガ
マ
」「
エ
ビ
ネ
」「
サ

ギ
ソ
ウ
」「
カ
ヤ
ラ
ン
」「
ツ
チ
ア
ケ
ビ
」

の
９
種
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
移
植
が

可
能
と
考
え
ら
れ
、
か
つ
改
変
区
域

で
確
認
さ
れ
た
４
種
（
写
真
）
に
つ

い
て
移
植
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
移
植

地
に
お
け
る
開
花
等
の
生
育
状
況
や

個
体
数
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

　
川
上
ダ
ム
は
、
夏
季
に
貯
水
池
に

蓄
え
ら
れ
る
熱
に
よ
り
夏
季
か
ら
冬

季
に
か
け
て
は
温
水
放
流
が
予
測
さ

れ
て
お
り
、
対
策
と
し
て
、
取
水
深

の
調
節
を
行
う
選
択
取
水
設
備
、
流

入
河
川
水
の
一
部
を
直
接
ダ
ム
下
流

に
放
流
す
る
流
入
水
バ
イ
パ
ス
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
富

栄
養
化
や
溶
存
酸
素
量
の
低
下
に
対

す
る
保
全
措
置
と
し
て
曝
気
設
備
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
管
理
移
行
後
は
貯
水
池
水
質
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
つ
つ
水

質
保
全
設
備
を
稼
働
し
、
貯
水
池
や

下
流
河
川
の
水
質
保
全
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

今
後
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

　
試
験
湛
水
の
進
捗
に
よ

り
着
々
と
水
位
が
上
昇

し
、
広
大
な
ダ
ム
湖
が
誕

生
し
ま
す
。
今
後
は
、
湛

水
に
よ
る
環
境
変
化
の
把

握
と
し
て
、
下
流
河
川
環

境
調
査
、
湛
水
域
の
魚
類

調
査
、
貯
水
池
周
辺
の
動

物
植
物
調
査
等
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
事

業
効
果
の
把
握
と
し
て
、

堆
砂
状
況
や
水
源
地
動
態

及
び
ダ
ム
湖
利
用
実
態
等

の
調
査
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

は
じ
め
に

　
川
上
ダ
ム
は
、
三
重
県
伊
賀
市
を

流
れ
る
淀
川
水
系
前
深
瀬
川
に
建
設

中
の
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム

で
、
洪
水
調
節
、
流
水
の
正
常
な
機

能
の
維
持
、
水
道
用
水
の
確
保
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
既
に
ダ
ム
堤
体

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
は
完
了
し
、

令
和
４
年
度
事
業
完
了
に
向
け
、
令

和
3
年
12
月
か
ら
試
験
湛
水
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

　
環
境
調
査
は
昭
和
62
年
か
ら
継
続

的
に
行
っ
て
お
り
、
平
成
21
年
7
月

に
は
、
そ
れ
ま
で
に
実
施
し
て
き
た

環
境
調
査
の
結
果
を
整
理
し
、
環
境

影
響
評
価
法
の
技
術
的
内
容
に
準
じ

て
調
査
、
予
測
、
環
境
保
全
対
策
の

検
討
及
び
評
価
を
行
い
、
川
上
ダ
ム

建
設
事
業
に
お
け
る
環
境
影
響
を
総

合
的
に
と
り
ま
と
め
た
「
川
上
ダ
ム

建
設
事
業
に
お
け
る
環
境
保
全
へ
の

取
り
組
み
」
を
作
成
・
公
表
し
、
環

境
保
全
の
取
組
を
行
い
な
が
ら
工
事

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
「
ダ
ム
等
の
管
理
に
係

る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
制
度
」
に
基
づ

き
、
試
験
湛
水
の
前
年
度
で
あ
る
令

和
２
年
度
よ
り
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

調
査
（
環
境
へ
の
影
響
等
の
調
査
）

期
間
と
な
り
、
開
始
か
ら
５
年
程
度

の
予
定
で
よ
り
詳
細
に
環
境
の
変
化

等
を
分
析
・
評
価
す
る
た
め
の
「
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
は
、
こ
れ
ま

で
実
施
し
て
き
た
環
境
保
全
措
置
の

効
果
の
確
認
、
湛
水
に
よ
る
環
境
変

化
の
把
握
、
ダ
ム
に
よ
る
事
業
効
果

等
の
把
握
を
行
う
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
有
識
者
に
よ
る
川
上
ダ
ム
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
部
会
に
て
調
査
計
画
を
定

め
、
指
導
・
助
言
を
得
な
が
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
ま
で
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
に
お
い
て
は
、
湛
水
開
始
前

〜
湛
水
初
期
の
状
況
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
環
境
保
全
措
置
の
効
果
の
確

認
が
主
と
な
っ
て
い
ま
す
。

環
境
保
全
措
置
の

効
果
の
確
認

　
川
上
ダ
ム
の
事
業
実
施
区
域
周
辺

で
は
、
国
の
特
別
天
然
記
念
物
で
あ

る
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
生
息
し

て
お
り
、
事
業
実
施
に
伴
い
、
文
化

庁
の
許
可
の
も
と
、
次
の
保
全
措
置

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

集
特

保護調査

モニタリング調査の工程

オオサンショウウオ保全対策の概要

人工巣穴

上流で確認された個体

上流への移転

人工巣穴を利用する個体遡上路を上る個体

遡上路

⑴
　
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

・位置図 （淀川水系）

丹 生 ダ ム

琵琶湖

木津川

大戸川

姉川

高
時
川

宇治川

桂川

瀬田川

瀬田川洗堰

日吉ダム

一庫ダム

猪
名
川 淀川

淀川大堰
川 上 ダ ム

天ヶ瀬ダム

京都府 滋賀県

兵庫県

大阪府

奈良県

三重県

高山ダム

布目ダム

室生ダム 青蓮寺ダム
比奈知ダム

・位置図 （淀川水系）

丹 生 ダ ム

琵琶湖

木津川

大戸川

姉川

高
時
川

宇治川

桂川

瀬田川

瀬田川洗堰

日吉ダム

一庫ダム

猪
名
川 淀川

淀川大堰
川 上 ダ ム

天ヶ瀬ダム

京都府 滋賀県

兵庫県

大阪府

奈良県

三重県

高山ダム

布目ダム

室生ダム 青蓮寺ダム
比奈知ダム

年度

事業 建設 管理
試験湛水

フォローアップ調査

近畿地方ダム等管理フォローアップ委員会川上ダム
自然環境
保全委員会

モニタリング調査（5年程度）

川上ダムモニタリング部会
指導・助言

フォロー
アップ制度

R1以前 R2 R3 R4 R5 R6 R7以降

川上ダム位置図

令和 4年 6月撮影

● 寄せ石の整備
● 選択取水設備の設置
ダム貯水池下流側の
生息環境の改善

● 遡上路の設置
● 人工巣穴の設置
ダム貯水池上流側の
生息環境の改善

● オオサンショウウオの移転
ダム貯水池より上流側
の河川に移転

【保全対策の概要】

25 令和４年度 環境報告書

特集 川上ダムの環境保全の取組とモニタリング調査
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○
事
業
実
施
区
域
に
生
息
す
る
個
体

の
移
転

○
事
業
実
施
区
域
よ
り
上
流
の
生
息

環
境
の
改
善
（
人
工
巣
穴
・
遡
上

路
の
設
置
）

○
事
業
実
施
区
域
よ
り
下
流
の
生
息

環
境
の
改
善（
寄
せ
石
の
設
置
他
）

　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
上
下

流
域
の
移
転
個
体
を
含
む
成
体
の
生

息
状
況
や
、
人
工
巣
穴
や
遡
上
路
の

利
用
状
況
等
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
川
上
ダ
ム
の
事
業
実
施
区
域
周
辺

で
は
、
オ
オ
タ
カ
、
サ
シ
バ
、
ノ
ス

リ
な
ど
と
い
っ
た
希
少
猛
禽
類
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
工
事
実
施
に
あ

た
っ
て
は
事
業
実
施
区
域
及
び
そ
の

周
辺
に
生
息
す
る
つ
が
い
の
繁
殖
活

動
へ
の
影
響
の
回
避
・
低
減
を
基
本

と
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
オ
オ
タ
カ
に
つ
い
て
は
、

当
初
の
付
け
替
え
道
路
の
計
画
ル
ー

ト
が
営
巣
中
心
域
に
か
か
る
こ
と
か

ら
、
営
巣
木
及
び
営
巣
中
心
域
か
ら

極
力
距
離
を
確
保
す
る
ル
ー
ト
に
変

更
し
ま
し
た
。
ま
た
、
営
巣
に
影
響

が
予
測
さ
れ
る
範
囲
内
で
は
、
伐
採

制
限
範
囲
を
設
定
し
、
繁
殖
期
（
2

月
〜
8
月
、特
に
繁
殖
活
動
期
間
中
）

に
は
立
木
伐
採
を
行
わ
な
い
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
堤
体

に
比
較
的
近
い
２
つ
が
い
の
オ
オ
タ

カ
に
着
目
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
本
体
建
設
工
事
実

施
中
の
令
和
元
年
に
繁
殖
成
功
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
以
降
で
は
、

工
事
の
影
響
に
よ
る
忌
避
行
動
等
は

見
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
繁
殖
が

確
認
出
来
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
サ
シ
バ
、
ノ
ス
リ
、
ハ
チ
ク
マ
に

つ
い
て
も
貯
水
池
近
傍
で
繁
殖
活
動

を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
サ
シ
バ
及
び
ハ
チ
ク
マ
の
繁

殖
成
功
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
工
事
等
に
よ
る
直
接
改
変
の
影
響

を
受
け
る
植
物
の
重
要
な
種
に
つ
い

て
は
、
可
能
な
限
り
移
植
又
は
播
種

を
行
い
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
生

育
状
況
を
継
続
的
に
監
視
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

直
接
改
変
の
影
響
を
受
け
る
と
予

測
さ
れ
た
重
要
な
種
は
、「
ミ
ヤ
コ
ア

オ
イ
」「
チ
ャ
ル
メ
ル
ソ
ウ
」「
ウ
メ

バ
チ
ソ
ウ
」「
シ
ロ
バ
ナ
シ
ョ
ウ
ジ
ョ

ウ
バ
カ
マ
」「
コ
ガ
マ
」「
エ
ビ
ネ
」「
サ

ギ
ソ
ウ
」「
カ
ヤ
ラ
ン
」「
ツ
チ
ア
ケ
ビ
」

の
９
種
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
移
植
が

可
能
と
考
え
ら
れ
、
か
つ
改
変
区
域

で
確
認
さ
れ
た
４
種
（
写
真
）
に
つ

い
て
移
植
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
移
植

地
に
お
け
る
開
花
等
の
生
育
状
況
や

個
体
数
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

　
川
上
ダ
ム
は
、
夏
季
に
貯
水
池
に

蓄
え
ら
れ
る
熱
に
よ
り
夏
季
か
ら
冬

季
に
か
け
て
は
温
水
放
流
が
予
測
さ

れ
て
お
り
、
対
策
と
し
て
、
取
水
深

の
調
節
を
行
う
選
択
取
水
設
備
、
流

入
河
川
水
の
一
部
を
直
接
ダ
ム
下
流

に
放
流
す
る
流
入
水
バ
イ
パ
ス
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
富

栄
養
化
や
溶
存
酸
素
量
の
低
下
に
対

す
る
保
全
措
置
と
し
て
曝
気
設
備
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
管
理
移
行
後
は
貯
水
池
水
質
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
つ
つ
水

質
保
全
設
備
を
稼
働
し
、
貯
水
池
や

下
流
河
川
の
水
質
保
全
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

今
後
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

　
試
験
湛
水
の
進
捗
に
よ

り
着
々
と
水
位
が
上
昇

し
、
広
大
な
ダ
ム
湖
が
誕

生
し
ま
す
。
今
後
は
、
湛

水
に
よ
る
環
境
変
化
の
把

握
と
し
て
、
下
流
河
川
環

境
調
査
、
湛
水
域
の
魚
類

調
査
、
貯
水
池
周
辺
の
動

物
植
物
調
査
等
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
事

業
効
果
の
把
握
と
し
て
、

堆
砂
状
況
や
水
源
地
動
態

及
び
ダ
ム
湖
利
用
実
態
等

の
調
査
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

は
じ
め
に

　
川
上
ダ
ム
は
、
三
重
県
伊
賀
市
を

流
れ
る
淀
川
水
系
前
深
瀬
川
に
建
設

中
の
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム

で
、
洪
水
調
節
、
流
水
の
正
常
な
機

能
の
維
持
、
水
道
用
水
の
確
保
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
既
に
ダ
ム
堤
体

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
は
完
了
し
、

令
和
４
年
度
事
業
完
了
に
向
け
、
令

和
3
年
12
月
か
ら
試
験
湛
水
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

　
環
境
調
査
は
昭
和
62
年
か
ら
継
続

的
に
行
っ
て
お
り
、
平
成
21
年
7
月

に
は
、
そ
れ
ま
で
に
実
施
し
て
き
た

環
境
調
査
の
結
果
を
整
理
し
、
環
境

影
響
評
価
法
の
技
術
的
内
容
に
準
じ

て
調
査
、
予
測
、
環
境
保
全
対
策
の

検
討
及
び
評
価
を
行
い
、
川
上
ダ
ム

建
設
事
業
に
お
け
る
環
境
影
響
を
総

合
的
に
と
り
ま
と
め
た
「
川
上
ダ
ム

建
設
事
業
に
お
け
る
環
境
保
全
へ
の

取
り
組
み
」
を
作
成
・
公
表
し
、
環

境
保
全
の
取
組
を
行
い
な
が
ら
工
事

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
「
ダ
ム
等
の
管
理
に
係

る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
制
度
」
に
基
づ

き
、
試
験
湛
水
の
前
年
度
で
あ
る
令

和
２
年
度
よ
り
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

調
査
（
環
境
へ
の
影
響
等
の
調
査
）

期
間
と
な
り
、
開
始
か
ら
５
年
程
度

の
予
定
で
よ
り
詳
細
に
環
境
の
変
化

等
を
分
析
・
評
価
す
る
た
め
の
「
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
は
、
こ
れ
ま

で
実
施
し
て
き
た
環
境
保
全
措
置
の

効
果
の
確
認
、
湛
水
に
よ
る
環
境
変

化
の
把
握
、
ダ
ム
に
よ
る
事
業
効
果

等
の
把
握
を
行
う
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
有
識
者
に
よ
る
川
上
ダ
ム
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
部
会
に
て
調
査
計
画
を
定

め
、
指
導
・
助
言
を
得
な
が
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
ま
で
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
に
お
い
て
は
、
湛
水
開
始
前

〜
湛
水
初
期
の
状
況
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
環
境
保
全
措
置
の
効
果
の
確

認
が
主
と
な
っ
て
い
ま
す
。

環
境
保
全
措
置
の

効
果
の
確
認

　
川
上
ダ
ム
の
事
業
実
施
区
域
周
辺

で
は
、
国
の
特
別
天
然
記
念
物
で
あ

る
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
生
息
し

て
お
り
、
事
業
実
施
に
伴
い
、
文
化

庁
の
許
可
の
も
と
、
次
の
保
全
措
置

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

道路計画の見直し、伐採制限範囲（イメージ図）

ハチクマの雛サシバの幼鳥

エビネ

巣立ち間近のオオタカ幼鳥

チャルメルソウ ミヤコアオイ

バイパス管路イメージ 選択取水設備

シロバナショウジョウバカマ

曝気循環設備（設置前） 深層曝気設備（設置前）

⑵
　
希
少
猛
禽
類

⑶
　
重
要
な
植
物
種

⑷
　
水
　
質

　川上ダム建設所で環境保全や調査の業務を担当している川﨑です。日頃、
機会があれば、動植物調査や水質調査に立ち会ったり、保全等の現地作業
を行ったりしています。私は最初、オオサンショウウオが怖く、環境課で
うまくやっていけるか不安があったのですが、調査で何度も見ているうち
に段々慣れてきて、最近ではちょっと可愛いかもと思えてきました。引き
続き、オオサンショウウオ等の保全をしっかり行っていきたいと思います。

川上ダム建設所 環境課　川﨑彩花

私が担当しています！
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○
事
業
実
施
区
域
に
生
息
す
る
個
体

の
移
転

○
事
業
実
施
区
域
よ
り
上
流
の
生
息

環
境
の
改
善
（
人
工
巣
穴
・
遡
上

路
の
設
置
）

○
事
業
実
施
区
域
よ
り
下
流
の
生
息

環
境
の
改
善（
寄
せ
石
の
設
置
他
）

　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
上
下

流
域
の
移
転
個
体
を
含
む
成
体
の
生

息
状
況
や
、
人
工
巣
穴
や
遡
上
路
の

利
用
状
況
等
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
川
上
ダ
ム
の
事
業
実
施
区
域
周
辺

で
は
、
オ
オ
タ
カ
、
サ
シ
バ
、
ノ
ス

リ
な
ど
と
い
っ
た
希
少
猛
禽
類
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
工
事
実
施
に
あ

た
っ
て
は
事
業
実
施
区
域
及
び
そ
の

周
辺
に
生
息
す
る
つ
が
い
の
繁
殖
活

動
へ
の
影
響
の
回
避
・
低
減
を
基
本

と
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
オ
オ
タ
カ
に
つ
い
て
は
、

当
初
の
付
け
替
え
道
路
の
計
画
ル
ー

ト
が
営
巣
中
心
域
に
か
か
る
こ
と
か

ら
、
営
巣
木
及
び
営
巣
中
心
域
か
ら

極
力
距
離
を
確
保
す
る
ル
ー
ト
に
変

更
し
ま
し
た
。
ま
た
、
営
巣
に
影
響

が
予
測
さ
れ
る
範
囲
内
で
は
、
伐
採

制
限
範
囲
を
設
定
し
、
繁
殖
期
（
2

月
〜
8
月
、特
に
繁
殖
活
動
期
間
中
）

に
は
立
木
伐
採
を
行
わ
な
い
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
堤
体

に
比
較
的
近
い
２
つ
が
い
の
オ
オ
タ

カ
に
着
目
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
本
体
建
設
工
事
実

施
中
の
令
和
元
年
に
繁
殖
成
功
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
以
降
で
は
、

工
事
の
影
響
に
よ
る
忌
避
行
動
等
は

見
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
繁
殖
が

確
認
出
来
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
サ
シ
バ
、
ノ
ス
リ
、
ハ
チ
ク
マ
に

つ
い
て
も
貯
水
池
近
傍
で
繁
殖
活
動

を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
サ
シ
バ
及
び
ハ
チ
ク
マ
の
繁

殖
成
功
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
工
事
等
に
よ
る
直
接
改
変
の
影
響

を
受
け
る
植
物
の
重
要
な
種
に
つ
い

て
は
、
可
能
な
限
り
移
植
又
は
播
種

を
行
い
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
生

育
状
況
を
継
続
的
に
監
視
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

直
接
改
変
の
影
響
を
受
け
る
と
予

測
さ
れ
た
重
要
な
種
は
、「
ミ
ヤ
コ
ア

オ
イ
」「
チ
ャ
ル
メ
ル
ソ
ウ
」「
ウ
メ

バ
チ
ソ
ウ
」「
シ
ロ
バ
ナ
シ
ョ
ウ
ジ
ョ

ウ
バ
カ
マ
」「
コ
ガ
マ
」「
エ
ビ
ネ
」「
サ

ギ
ソ
ウ
」「
カ
ヤ
ラ
ン
」「
ツ
チ
ア
ケ
ビ
」

の
９
種
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
移
植
が

可
能
と
考
え
ら
れ
、
か
つ
改
変
区
域

で
確
認
さ
れ
た
４
種
（
写
真
）
に
つ

い
て
移
植
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
移
植

地
に
お
け
る
開
花
等
の
生
育
状
況
や

個
体
数
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

　
川
上
ダ
ム
は
、
夏
季
に
貯
水
池
に

蓄
え
ら
れ
る
熱
に
よ
り
夏
季
か
ら
冬

季
に
か
け
て
は
温
水
放
流
が
予
測
さ

れ
て
お
り
、
対
策
と
し
て
、
取
水
深

の
調
節
を
行
う
選
択
取
水
設
備
、
流

入
河
川
水
の
一
部
を
直
接
ダ
ム
下
流

に
放
流
す
る
流
入
水
バ
イ
パ
ス
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
富

栄
養
化
や
溶
存
酸
素
量
の
低
下
に
対

す
る
保
全
措
置
と
し
て
曝
気
設
備
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
管
理
移
行
後
は
貯
水
池
水
質
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
つ
つ
水

質
保
全
設
備
を
稼
働
し
、
貯
水
池
や

下
流
河
川
の
水
質
保
全
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

今
後
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

　
試
験
湛
水
の
進
捗
に
よ

り
着
々
と
水
位
が
上
昇

し
、
広
大
な
ダ
ム
湖
が
誕

生
し
ま
す
。
今
後
は
、
湛

水
に
よ
る
環
境
変
化
の
把

握
と
し
て
、
下
流
河
川
環

境
調
査
、
湛
水
域
の
魚
類

調
査
、
貯
水
池
周
辺
の
動

物
植
物
調
査
等
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
事

業
効
果
の
把
握
と
し
て
、

堆
砂
状
況
や
水
源
地
動
態

及
び
ダ
ム
湖
利
用
実
態
等

の
調
査
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

は
じ
め
に

　
川
上
ダ
ム
は
、
三
重
県
伊
賀
市
を

流
れ
る
淀
川
水
系
前
深
瀬
川
に
建
設

中
の
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム

で
、
洪
水
調
節
、
流
水
の
正
常
な
機

能
の
維
持
、
水
道
用
水
の
確
保
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
既
に
ダ
ム
堤
体

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
は
完
了
し
、

令
和
４
年
度
事
業
完
了
に
向
け
、
令

和
3
年
12
月
か
ら
試
験
湛
水
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

　
環
境
調
査
は
昭
和
62
年
か
ら
継
続

的
に
行
っ
て
お
り
、
平
成
21
年
7
月

に
は
、
そ
れ
ま
で
に
実
施
し
て
き
た

環
境
調
査
の
結
果
を
整
理
し
、
環
境

影
響
評
価
法
の
技
術
的
内
容
に
準
じ

て
調
査
、
予
測
、
環
境
保
全
対
策
の

検
討
及
び
評
価
を
行
い
、
川
上
ダ
ム

建
設
事
業
に
お
け
る
環
境
影
響
を
総

合
的
に
と
り
ま
と
め
た
「
川
上
ダ
ム

建
設
事
業
に
お
け
る
環
境
保
全
へ
の

取
り
組
み
」
を
作
成
・
公
表
し
、
環

境
保
全
の
取
組
を
行
い
な
が
ら
工
事

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
「
ダ
ム
等
の
管
理
に
係

る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
制
度
」
に
基
づ

き
、
試
験
湛
水
の
前
年
度
で
あ
る
令

和
２
年
度
よ
り
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

調
査
（
環
境
へ
の
影
響
等
の
調
査
）

期
間
と
な
り
、
開
始
か
ら
５
年
程
度

の
予
定
で
よ
り
詳
細
に
環
境
の
変
化

等
を
分
析
・
評
価
す
る
た
め
の
「
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
は
、
こ
れ
ま

で
実
施
し
て
き
た
環
境
保
全
措
置
の

効
果
の
確
認
、
湛
水
に
よ
る
環
境
変

化
の
把
握
、
ダ
ム
に
よ
る
事
業
効
果

等
の
把
握
を
行
う
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
有
識
者
に
よ
る
川
上
ダ
ム
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
部
会
に
て
調
査
計
画
を
定

め
、
指
導
・
助
言
を
得
な
が
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
ま
で
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
に
お
い
て
は
、
湛
水
開
始
前

〜
湛
水
初
期
の
状
況
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
環
境
保
全
措
置
の
効
果
の
確

認
が
主
と
な
っ
て
い
ま
す
。

環
境
保
全
措
置
の

効
果
の
確
認

　
川
上
ダ
ム
の
事
業
実
施
区
域
周
辺

で
は
、
国
の
特
別
天
然
記
念
物
で
あ

る
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
生
息
し

て
お
り
、
事
業
実
施
に
伴
い
、
文
化

庁
の
許
可
の
も
と
、
次
の
保
全
措
置

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

道路計画の見直し、伐採制限範囲（イメージ図）

ハチクマの雛サシバの幼鳥

エビネ

巣立ち間近のオオタカ幼鳥

チャルメルソウ ミヤコアオイ

バイパス管路イメージ 選択取水設備

シロバナショウジョウバカマ

曝気循環設備（設置前） 深層曝気設備（設置前）

⑵
　
希
少
猛
禽
類

⑶
　
重
要
な
植
物
種

⑷
　
水
　
質

　川上ダム建設所で環境保全や調査の業務を担当している川﨑です。日頃、
機会があれば、動植物調査や水質調査に立ち会ったり、保全等の現地作業
を行ったりしています。私は最初、オオサンショウウオが怖く、環境課で
うまくやっていけるか不安があったのですが、調査で何度も見ているうち
に段々慣れてきて、最近ではちょっと可愛いかもと思えてきました。引き
続き、オオサンショウウオ等の保全をしっかり行っていきたいと思います。

川上ダム建設所 環境課　川﨑彩花

私が担当しています！
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１
︲
２　
水
質
の
保
全

①
水
質
情
報
の
把
握

　
安
全
で
良
質
な
水
を
供
給
す

る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
水
質
の

状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
基
本

に
な
り
ま
す
。
水
資
源
機
構
で

は
、
全
53
施
設
で
水
質
管
理
計

画
を
策
定
し
、
各
施
設
に
お
い

て
、
巡
視
、
定
期
水
質
調
査
、

水
質
自
動
観
測
設
備
、
利
水
者

や
他
機
関
か
ら
の
水
質
デ
ー
タ

の
入
手
な
ど
に
よ
り
日
常
的
に

水
質
情
報
の
把
握
を
行
い
、
状

況
に
応
じ
た
水
質
保
全
対
策
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

取
組
状
況

■
水
質
管
理
計
画

水
質
管
理
計
画
で
は
、

❶
施
設
毎
の
水
質
問
題
に
対
し
、
課

題
を
整
理
し
、
日
々
の
水
質
管
理

（
水
質
状
況
の
把
握
、
水
質
異
常

発
生
時
の
対
応
な
ど
）
を
計
画
的

に
実
施
す
る
こ
と
で
、
効
率
的
か

つ
着
実
な
実
施
を
目
指
し
ま
す
。

❷
日
常
的
な
水
質
管
理
に
つ
い
て
、

年
間
の
業
務
サ
イ
ク
ル
に
位
置
づ

け
、
計
画
作
成
（
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
）
↓

水
質
管
理
の
実
施
（
Ｄ
ｏ
）
↓
自

己
評
価
（
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
）
↓
水
質

管
理
の
工
夫
・
改
善
（
Ａ
ｃ
ｔ
）

↓
計
画
作
成
︙　
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
で
運
用
し
ま
す
。

❸
問
題
の
状
況
に
応
じ
て
、
さ
ら
な

る
対
策
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る

場
合
に
は
、
中
長
期
的
な
観
点
か

ら
の
課
題
を
整
理
し
、
３
～
５
年

程
度
を
視
野
に
入
れ
た
対
策
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
向
け
た
取
組
を

検
討
し
、
実
施
し
ま
す
。

こ
う
し
た
仕
組
み
を
通
じ
て
、

◆
水
質
問
題
へ
の
基
本
認
識
・
取
組

姿
勢
の
明
確
化
、
情
報
の
共
有
、

重
要
課
題
へ
の
労
力
の
重
点
化
、

業
務
の
効
率
化

◆
継
続
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
ノ

ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
・
継
承

◆
水
資
源
機
構
の
水
質
問
題
へ
の
取

組
の
明
示

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■
水
質
状
況
の
把
握

⃝

巡
視

　
貯
水
池
や
用
水
路
な
ど
の
管
理

施
設
の
巡
視
を
日
常
的
に
行
い
、

水
の
色
の
変
化
、
臭
い
の
有
無
な

ど
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水

質
異
常
の
早
期
発
見
に
努
め
て
い

ま
す
。

⃝

水
質
調
査

　
定
期
調
査
を
、
月
１
回
を
基
本

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
項
目
は
、
一
般
的
な
水
の

性
状
を
表
す
項
目
（
水
温
、濁
度
、

電
気
伝
導
度
な
ど
）、
生
活
環
境

の
保
全
に
関
す
る
環
境
基
準
の
項

目
（
Ｃ
Ｏ
Ｄ

（
※
１
）、ｐ
Ｈ
、Ｓ
Ｓ
（
※
２
）な
ど
）、

人
の
健
康
の
保
護
に
関
す
る
環
境

基
準
の
項
目
（
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
全

シ
ア
ン
、
鉛
な
ど
）、
富
栄
養
化

に
関
係
す
る
項
目
（
ク
ロ
ロ
フ
ィ

ル
ａ
、
全
リ
ン
、
全
窒
素
な
ど
）

を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
職
員
に

よ
る
簡
易
な
水
質
調
査
を
行
う
ほ

か
、
ア
オ
コ
や
淡
水
赤
潮
等
の
発

生
や
、
濁
水
長
期
化
現
象
、
冷
水

現
象
等
が
見
ら
れ
た
場
合
に
は
、

臨
時
の
水
質
調
査
を
実
施
す
る
な

ど
、
詳
細
な
状
況
把
握
を
行
っ
て

い
ま
す
。

巡視状況（下久保ダム）

水質調査状況（比奈知ダム）
※１　�水中の有機物などを酸化剤で酸化する際に消費される酸化剤の量を酸素量に換算したもので、有機物のおおよその目安として用います。
※２　水中に浮遊又は懸濁（粒子が水中に分散した状態）している不溶性の 2mm以下の粒子性物質の量。
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⃝
水
質
自
動
観
測
設
備
等

　
ダ
ム
貯
水
池
な
ど
で
は
、
下
流
へ

の
冷
水
や
濁
水
の
放
流
防
止
や
水
質

異
常
の
早
期
把
握
の
た
め
、
ま
た
、

水
路
施
設
の
取
水
地
点
な
ど
で
は
、

取
水
し
た
用
水
の
水
質
の
監
視
や
水

質
事
故
時
等
へ
の
迅
速
な
対
応
の
た

め
、
水
質
自
動
観
測
設
備
に
よ
る
連

続
的
な
水
質
状
況
の
把
握
に
努
め
て

い
ま
す
。

■
速
や
か
な
水
質
情
報
の

提
供
︵
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
活
用
等
︶

　
水
質
に
関
す
る
情
報
は
、利
水
者
、

漁
協
、
河
川
管
理
者
な
ど
に
定
期
的

な
メ
ー
ル
報
告
を
行
う

な
ど
、
施
設
を
と
り
ま

く
状
況
に
応
じ
て
積
極

的
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

各
施
設
を
管
理
す
る

事
務
所
で
は
工
夫
を
凝

ら
し
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
作
成
し
、
湖
面
利
用

者
や
周
辺
住
民
等
へ
情

報
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

②
水
質
異
常
の
発
生
抑
制

　
ア
オ
コ
や
淡
水
赤
潮
、
濁
水

長
期
化
現
象

（
※
３
）や

冷
水
現
象
（
※
４
）等

の

水
質
異
常
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
、
曝
気
循
環
設
備
、
選
択
取

水
設
備
な
ど
の
各
種
水
質
保
全

設
備
の
運
用
を
行
う
と
と
も

に
、
流
域
か
ら
の
流
入
負
荷
軽

減
の
た
め
に
関
係
機
関
と
連
携

を
行
い
、
水
質
異
常
の
発
生
抑

制
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
富
栄
養
化
現
象
や
濁

水
長
期
化
現
象
な
ど
、
水
質
状

況
が
変
化
し
た
時
に
は
、
監
視

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
影
響

を
軽
減
す
る
た
め
、
選
択
取
水

設
備
、
曝
気
循
環
設
備
、
深
層

曝
気
設
備
、
バ
イ
パ
ス
水
路
等

の
水
質
保
全
対
策
設
備
を
水
質

管
理
計
画
に
基
づ
い
て
運
用
し

ま
す
。

水質自動観測設備
（早明浦ダム）

ウェブサイトによる水質情報の提供例（印旛沼開発）

※３　�貯水池において、洪水時に雨水の土壌浸食により発生した濁水が貯留され、洪水後徐々に放流することによって、下流河川の濁り
が長期化する現象。下流河川の濁りが長期化した場合、下流河川の景観上の問題や、河床の藻類の生育、魚類の生育への影響など
の問題が生じることがあります。

※４　�貯水池の中下層の冷たい水を放流することにより、ダムの下流河川の水温が流入河川に比べて低くなること。河川水温の低下により、
魚類の生息環境への影響や、河川から取水して農業用水として利用した際に農作物の生長に影響する問題が生じることがあります。
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バイパス水路

貯水池深部において、溶存酸素 (DO)
の減少で発生する重金属や硫化水素を含
んだ水を放流することを抑えるため、底
層部に溶存酸素を供給します。一部の施
設では、余剰空気を利用して、曝気循環
設備のように湖水を循環させる機能を兼
ね備えた設備を設置しています。

設置施設：�阿木川ダム、一庫ダム、室生
ダム、布目ダム、比奈知ダム、
日吉ダムなど

深層曝気設備

貯水池からの任意の水深の水を選択して取水するこ
とができます。
貯水池の水温や濁度などは、水深により異なる（密度
成層が形成される）ことが多いため、水温が流入水温に
近く濁度が低い層から取水することで、冷水や濁水放流
を軽減しています。また、アオコなど藻類の異常発生時
に藻類が少ない下層から取水する
などの運用も行っています。

設置施設：�27のダム・調整池に
設置

選択取水設備

流入河川水を直接、ダムの下流へ放流することが
でき、濁水長期化現象の
軽減や放流水温の制御を
行います。また、富栄養
化が懸念される貯水池で
は、栄養塩を多く含む流
入水を貯水池の上流から
下流にバイパスすること
により、貯水池への栄養
塩の流入を軽減します。

設置施設：�浦山ダム、阿木
川ダム、大山ダ
ムなど

曝気循環に
よる藻類抑制

曝気による
ＤＯ改善

カビ臭物質

溶存酸素量
（ＤＯ）減少

冷水、濁水の軽減

アオコ、
淡水赤潮等

栄養塩類の
溶出等

バイパス水路の吐出部

設備の設置状況

曝気循環設備
空気を放出してその浮力で湖水を循環さ
せることにより、希釈効果、流れの効果な
どを与え、植物プランクトンの増殖を抑え
るとともに冷水現象を軽減しています。

設置施設：�長柄ダム、草木ダム、浦山ダム、
阿木川ダム、高山ダム、室生ダ
ム、布目ダム、日吉ダム、一庫
ダム、寺内ダム、大山ダム、山
口調整池、小石原川ダムなど 設備の稼働状況（左：水面、右：吐出口）



Ⅰ	

事
業
の
概
要

Ⅱ	

環
境
保
全
の
方
針

Ⅲ	

環
境
保
全
の
取
組
の
体
制

Ⅳ	

環
境
保
全
の
取
組

Ⅴ	
よ
り
良
い
環
境
報
告
書
を
目
指
し
て

31 令和４年度 環境報告書

Ⅰ	

事
業
の
概
要

Ⅱ	

環
境
保
全
の
方
針

Ⅲ	

環
境
保
全
の
取
組
の
体
制

Ⅳ	

環
境
保
全
の
取
組

Ⅴ	
よ
り
良
い
環
境
報
告
書
を
目
指
し
て

令和４年度 環境報告書 Ⅳ 環境保全の取組

取 組 状 況

■水質異常の発生抑制

　各種水質保全設備の概要を示します。

副ダム
貯水池の流入端に設置し、その地点で粒子性の
栄養塩を沈降させ、貯水池への栄養塩の流入を軽
減しています。

設置施設：�阿木川ダム、室生ダム、布目ダムなど

分画フェンス

貯水池表層部の上下流方向をフェンスで仕切り、アオコ、
淡水赤潮、濁水などの拡大防止を図っています。

設置施設：�高山ダム、青蓮寺ダム、比奈知ダム

遮光設備
植物プランクトンの増殖条件のひとつ
である日光をフロート等で遮断すること
で、植物プランクトンの増殖を抑えます。
ダム貯水池よりも規模の小さいファー
ムポンド※１で実施しています。

設置施設：�北総東部用水、成田用水、東
総用水など

栄養塩や濁質
の沈降

アオコ、
淡水赤潮等

栄養塩や濁質の
流入

淡水赤潮の対策状況

※１　水源から供給されるかんがい用水を一時的に貯留する施設です。
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③
水
質
異
常
発
生
時
の
対
応

　
水
質
異
常
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
利
水
者
や
関
係
機
関
に

速
や
か
に
連
絡
す
る
と
と
も

に
、
選
択
取
水
設
備
な
ど
の
運

用
に
よ
り
、
良
質
な
水
を
供
給

す
る
た
め
、
影
響
の
軽
減
に
努

め
て
い
ま
す
。

取
組
状
況

■
水
質
異
常
発
生
時
の

対
応

　
水
資
源
機
構
の
管
理
施
設
に
お
い

て
、
令
和
3
年
度
は
、
植
物
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
の
異
常
増
殖
（
ア
オ
コ
、
淡

水
赤
潮
な
ど
）
や
濁
水
長
期
化
な
ど

の
水
質
異
常

（
※
１
）が

、
次
頁
の
表
に
示
す

と
お
り
53
施
設
中
25
施（

※
２
）設で
見
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
水
質
異
常
の
種
類

ご
と
の
直
近
５
个
年
の
発
生
施
設
数

は
下
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

　

水
質
異
常
を
確
認
し
た
場
合
は
、

そ
の
状
況
に
応
じ
て
、

◆
迅
速
に
利
水
者
等
の
関
係
者
へ
情

報
提
供
し
て
連
携
・
調
整
を
図
る

◆
監
視
強
化
や
臨
時
調
査
に
よ
り
状

況
を
把
握

◆
ア
オ
コ
な
ど
の
発
生
時
に
は
、
水

質
保
全
設
備
の
運
用
強
化
や
選
択

取
水
設
備
の
取
水
深
変
更
に
よ
り

影
響
の
軽
減
に
努
め
る

◆
出
水
に
よ
り
濁
水
を
貯
留
し
た
場

合
は
、
貯
水
池
内
の
鉛
直
濁
度
分

布
な
ど
を
考
慮
し
て
、
一
時
的
に

高
濁
度
層
か
ら
取
水
し
濁
水
を
速

や
か
に
排
出
し
た
り
、
で
き
る
だ

け
清
澄
な
層
か
ら
取
水
す
る
な

ど
、
濁
水
放
流
期
間
の
長
期
化
の

回
避
・
軽
減
に
努
め
る

な
ど
の
対
応
を
と
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
に
よ
り
令
和
３
年
は
利
水
へ
の

影
響
を
回
避
で
き
ま
し
た
。
水
質
異

常
の
詳
細
な
状
況
や
過
年
度
の
発
生

状
況
に
つ
い
て
は
、
毎
年
﹁
水
質
年

報
﹂
に
と
り
ま
と
め
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

※１　�アオコ、淡水赤潮、水の華は、貯水池の湖面の着色が目視により確認できた事象を計上しています。そのうち、藍藻類が優占種と
して発生している場合は「アオコ」、湖面が植物プランクトンの発生により黄色～赤色に着色している場合は「淡水赤潮」（河口部
の汽水域での「赤潮」も含む）、それ以外で湖面が植物プランクトンの発生により着色されている場合は「水の華」として計上し
ています。また、「異臭味」は貯水池で臭気物質が高濃度で検出された場合、あるいは利水者などから連絡のあった場合とし、「濁
水長期化」は下流河川への放流水の濁りが１週間以上継続した場合としています。

※２　�水質異常の発生施設数は、Ｐ33の表で示す施設各単位で集計しています。例えば、房総導水路の長柄ダム及び東金ダムでアオコが
発生した場合、房総導水路の１施設として計上しています。また、集計期間は令和３年１月～令和３年12月としています。

選択取水設備（川上ダム）

アオコ 淡水赤潮 水の華 濁水長期化

取水深を任意に

変更できる！

選択取水設備（イメージ図）

施
設
数

直近５ヶ年の水質異常※１の種類別発生施設数
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【令和３年水質異常の発生状況】

令和３年に発生した水質異常と確認された原因生物、原因物質
水質異常 原因生物、原因物質

アオコ 藍藻類（ミクロキスティス属、ドリコスペルマム属）

淡水赤潮
渦鞭毛藻類（ペリディニウム属、クリプトモナス
属、ケラチウム属）
黄色鞭毛藻（ウログレナ属）

水の華 緑藻類（カルテリア属、クラミドモナス属）

＜現象＞

凡例

＜発生規模＞
アオコ 小規模（部分的）
淡水赤潮

水の華 中規模（貯水池半分程度）

異臭味

濁水長期化
大規模（貯水池全体）

ミクロキスティス属 ドリコスペルマム属 ペリディニウム属 ウログレナ属

（利根川・荒川水系）
施設名 異常の種類 １月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月

矢木沢ダム 淡水赤潮

下久保ダム 濁水長期化
水の華

滝沢ダム 水の華
濁水長期化

印旛沼開発 北部調整池 アオコ
西部調整池 アオコ

北総東部用水 高津原ファームポンド アオコ

房総導水路
東金ダム アオコ 　　　

長柄ダム 淡水赤潮
アオコ

（豊川・木曽川水系）
施設名 異常の種類 １月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月

豊川用水 芦ヶ池調整池 アオコ
岩屋ダム 濁水長期化

木曽川用水 蜂屋調整池 淡水赤潮
アオコ

阿木川ダム 濁水長期化
味噌川ダム 濁水長期化

徳山ダム 淡水赤潮
アオコ

（淀川水系）
施設名 異常の種類 １月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月

琵琶湖開発 南湖 アオコ
青蓮寺ダム 淡水赤潮

比奈知ダム 淡水赤潮
アオコ

一庫ダム 異臭味
日吉ダム アオコ

（吉野川水系）
施設名 異常の種類 １月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月

早明浦ダム 淡水赤潮
新宮ダム 淡水赤潮

香川用水 香川用水調整池 異臭味
淡水赤潮

（筑後川水系）
施設名 異常の種類 １月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月

両筑平野用水 江川ダム 淡水赤潮
筑後大堰 淡水赤潮

寺内ダム 淡水赤潮
濁水長期化

大山ダム 濁水長期化
小石原川ダム 濁水長期化
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■
水
質
事
故
発
生
時
の
対
応

　
ダ
ム
貯
水
池
や
用
水
路
な
ど
で
は
、

周
辺
で
発
生
し
た
交
通
事
故
、
工
場

等
か
ら
の
流
出
、
不
法
投
棄
等
に
起

因
す
る
汚
染
物
質
の
流
入
な
ど
に
よ

り
水
質
事
故
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
令
和
3
年
度
は
、
こ
の
よ

う
な
水
質
事
故
が
、
水
資
源
機
構
が

管
理
す
る
53
施
設
の
う
ち
13
施
設
で

合
計
29
件
発
生
し
ま
し
た
。
種
類
別

発
生
件
数
を
見
る
と
、
全
29
件
の
う

ち
22
件
が
油
類
を
原
因
と
し
た
も
の

で
し
た
。

　
水
資
源
機
構
は
、
水
質
事
故
発
生

に
際
し
、
関
係
機
関
等
で
構
成
さ
れ

る
水
質
汚
濁
対
策
連
絡
協
議
会
に
お

い
て
、
利
水
者
等
と
迅
速
な
連
絡
調

整
を
図
っ
て
情
報
を
共
有
す
る
と
と

も
に
、
必
要
に
応
じ
て
オ
イ
ル
フ
ェ

ン
ス
、
オ
イ
ル
マ
ッ
ト
設
置
な
ど
の

拡
散
防
止
対
策
を
行
い
、
水
質
被
害

の
拡
大
を
防
止
し
ま
し
た
。

　

水
資
源
機
構
の
施
設
で
は
例
年
、

水
質
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
対
応

の
遅
れ
に
よ
っ
て
は
、
取
水
停
止
等

の
重
大
な
被
害
に
至
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　
各
施
設
で
は
、
水
質
事
故
へ
の
備

え
を
強
化
し
、
水
質
事
故
発
生
時
の

迅
速
・
的
確
な
初
動
対
応
や
被
害
拡

大
の
防
止
を
目
的
と
し
て
、
オ
イ
ル

フ
ェ
ン
ス
の
設
置
等
の
水
質
事
故
対

応
訓
練
を
、
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。

　
一
例
と
し
て
、
群
馬
用
水
で
は
平

成
20
年
に
水
路
内
へ
油
を
不
法
投
棄

さ
れ
る
事
態
の
発
生
に
対
し
、
関
係

機
関
と
連
携
し
た
水
質
事
故
対
応
に

よ
り
事
態
を
収
束
さ
せ
た
こ
と
を
契

機
と
し
て
、
毎
年
関
係
機
関
と
連
携

し
て
、
油
流
出
を
想
定
し
た
水
質
事

故
対
応
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
11
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
協
会
の
講
師

を
招
き
、
群
馬
用
水
管
理
所
職
員
10

名
、
関
係
利
水
者
19
名
の
参
加
者
と

共
に
水
質
事
故
対
応
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
座
学
で
﹁
油
流
出
事

故
対
策
等
﹂
の
講
義
と
オ
イ
ル
フ
ェ

ン
ス
の
連
結
方
法
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク

の
指
導
を
受
け
、実
地
訓
練
で
、ロ
ー

プ
ワ
ー
ク
の
練
習
や
実
践
的
な
訓
練

と
し
て
、
群
馬
用
水
の
水
路
に
て
機

構
職
員
と
関
係
利
水
者
と
協
働
し
た

オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
設
置
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

④
水
質
改
善
に
向
け
た

取
組

　
水
質
改
善
に
向
け
た
取
組
と

し
て
、
水
質
保
全
設
備
の
効
果

的
・
効
率
的
な
運
用
方
法
の
検

討
や
新
た
な
水
質
改
善
方
法
の

検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
利
水

者
、
関
係
機
関
等
と
水
質
状
況

や
水
質
改
善
に
向
け
た
取
組
に

関
す
る
情
報
の
共
有
や
連
携
を

強
化
す
る
体
制
づ
く
り
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

令和３年度　水質事故の種類別発生件数

0
2
4
6
8

10
12
14
16
18
20
22
24

発
生
件
数

物質以外
油類 化学物質 油類・化学 自然現象 その他

オイルフェンス設置訓練（阿木川ダム）

水質事故対応訓練の様子（群馬用水）
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取
組
状
況

■
深
層
曝
気
設
備
の
Ｄ
Ｏ

改
善
能
力
の
詳
細
調
査

　

貯
水
池
底
層
部
の
溶
存
酸
素
量

（
Ｄ
Ｏ
）
が
低
下
す
る
と
、
底
泥
か

ら
の
鉄
、
マ
ン
ガ
ン
、
栄
養
塩
の
溶

出
や
硫
化
水
素
臭
の
発
生
な
ど
の
問

題
を
も
た
ら
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
水
資
源
機
構
は
、
深
層
曝
気
設
備

を
阿
木
川
・
室
生
・
布
目
・
比
奈
知
・

一
庫
・
日
吉
ダ
ム
の
６
貯
水
池
で
運

用
し
、
硫
化
水
素
臭
の
抑
制
に
効
果

を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
は
、
深
層
曝
気

設
備
を
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
に
運

用
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
大
阪
電
気

通
信
大
学
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
、

Ｄ
Ｏ
改
善
効
果
を
把
握
す
る
た
め
の

現
地
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
は
日
吉
ダ
ム
で
、
現

地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
関
係
機
関
︑
水
源
地
域

等
と
の
連
携

　
水
資
源
機
構
で
は
、
貯
水
池
等
へ

の
流
入
水
質
の
改
善
を
図
る
こ
と
等

を
目
的
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て

様
々
な
施
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
う

場
に
参
画
し
て
い
ま
す
。

　
阿
木
川
ダ
ム
で
は
、
か
つ
て
大
規

模
な
ア
オ
コ
が
発
生
し
た
た
め
、
地

元
の
岐
阜
県
立
恵
那
農
業
高
等
学

校
、
恵
那
市
、
地
域
の
方
々
と
連
携

し
て
貯
水
池
内
で
空
心
菜
を
栽
培

し
、
ア
オ
コ
の
養
分
に
な
る
窒
素
、

リ
ン
の
除
去
を
図
る
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

空心菜の水耕栽培（阿木川ダム）

トピックス

トピックス

　日吉ダムにおいて、複合型曝気装置の水質改善効果
を把握するため、令和3年10月にAUV（Autonomous 
Underwater Vehicle）[自律形無人潜水機]による三
次元的な水質調査を実施しました。
　AUVは、設定したルート通りに自律航行して様々な
データを取得する水中ロボットです。ルートは水平方
向（XY）だけでなく、鉛直方向（Z）も設定ができます。
　また、AUVについては、①ADCP（三次元の位置座
標に対応した流向・流速データ）②インターフェロメ
トリ音響測深機（三次元の地形データ）③多項目水質
センサー（水温・塩分・電気伝導率・ORP・pH・
DO・濁度・クロロフィル・シアノバクテリア・溶存有
機物）のデータを計測することが可能です。

AUV（Autonomous Underwater Vehicle）
[ 自律形無人潜水機 ] による水質調査
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２  
環
境
負
荷
低
減 

の
取
組
の
推
進

環
境
負
荷
の
全
体
像

■
令
和
3
年
度
の 

マ
テ
リ
ア
ル
フ
ロ
ー

　
令
和
3
年
度
に
お
け
る
事

業
活
動
に
伴
う
環
境
負
荷
の

状
況（
マ
テ
リ
ア
ル
フ
ロ
ー
）

を
以
下
に
示
し
ま
す
。

　
対
象
と
し
た
範
囲
は
、
す

べ
て
の
事
務
所
に
お
け
る
事

業
活
動
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
主
要
な
建
材
・
資

材
の
投
入
量
、
建
設
副
産
物

の
発
生
量
等
に
つ
い
て
は
、

発
注
し
た
工
事
や
調
査
に
よ

る
も
の
で
す
。

エネルギー

電力（購入）※１ 176,613MWh
※２

電力
（施設管理用発電）※３ 5,042MWh

ガソリン※１ 231,046L
軽油※１ 54,017L
灯油※１ 65,251L
重油※１ 29,000L
都市ガス※１ 11,129Nm3

液化石油ガス（LPG）※１ 1,722m3

液化天然ガス（LNG）※１ 0m3

資源等

上水道※１ 41,097m3

コピー用紙※１ 1,558万枚
グリーン購入
（物品・役務※１、工事）

207品目、
70品目

主要な建材・資材

生コンクリート 5,796m3

路盤材（砕石や砂利） 5,176m3

アスファルト混合物 3,019㌧
土砂（うち、新材※４�
以外の土砂）

1,916,820m3
（1,916,820m3）

工事調査

工事・調査

47,287MWh

施設の有効活用
（施設管理用水力発電・太陽光発電）

発電量※５

※その他ダム等による下流河川への利水補給あり

施設管理等事務活動

40、41
ページへ

施設管理用に自家使用し、残りは売電

施設操作・施設管理事務

1,916,820m3

土砂の有効利用

工事内での有効利用

新材※４以外の盛土埋戻量

エネルギー・物資の投入量令和 3年度の事業活動

38 億㎥35回

用水供給洪水調節

用水供給（用水施設）洪水調節
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排出量

CO₂排出量※１※６ 85,080t-CO2

排水量（下水道等）※１ 41,097m3

事業系廃棄物※１ 105㌧

清掃活動等により収集した廃棄物量※７ 0.8㌧

PCB の処分状況

コンデンサ・安定器など 5件

建設副産物※８ 発生量（現場外排出量）
（㌧）

リサイクル量など
（㌧）

最終処分量
（㌧）

アスファルト・コンクリート塊 22,634 22,634 0

コンクリート塊 14,792 14,792 0

建設発生木材 7,659 7,637 22

建設汚泥 23,817 23,793 24

建設混合廃棄物 894 881 13

建設廃棄物全体※９ 71,316 71,205 111

※１　建設機械の燃料使用量等の発注した工事や調査によるエネルギー使用量やCO₂ 排出量は除いています。
※２　１ＭＷｈ（メガワット時）＝ 1,000kWh（キロワット時）、１kWh（キロワット時）＝ 1,000Wh（ワッ

ト時）です。
　　　また、１Ｗｈとは１Ｗの電化製品を１時間使用した場合の電力量を表します。
※３　施設管理用水力発電及び太陽光発電で発電した電力のうち、管理用として使用した電力量です。
※４　新たに採取した土砂及び購入土砂を指します。
※５　発電事業者による発生電力は含めていません。管理用として使用した電力量を含みます。
※６　温室効果ガスの排出量は、地球温暖化対策の推進に関する法律施行令第３条に規定する排出係数を用い

て算定しています。
　　　購入電力については、平成 28年度の電気事業者ごとの実排出係数を用いて算定しています。
※７　関係機関等と合同で行った清掃活動により収集した廃棄物も含みます（収集後の処理状況については、

収集した廃棄物によって異なります）。
※８　令和 3年度に完了した、100万円以上の工事が対象です。
※９　建設廃棄物全体には、「アスファルト・コンクリート塊」「コンクリート塊」「建設発生木材」「建設汚泥」

「建設混合廃棄物」以外の建設廃棄物も含みます。

40 ページへ

44ページへ

45ページへ

43ページへ

廃棄物・CO₂等の排出量等
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２
︲
１　
循
環
型
社
会
形

成
に
向
け
た
取
組

①
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
抑

制
の
取
組
︑
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

　
水
資
源
機
構
で
は
、
平
成
30

年
12
月
に
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
を
改
定
し
、﹁
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
等
の
計

画
﹂
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の

計
画
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
を
削
減
す
る
た
め
、
設

備
更
新
に
際
し
て
省
エ
ネ
設

備
・
機
器
の
導
入
を
24
設
備
以

上
で
実
施
し
、
ま
た
、
既
設
の

管
理
用
水
力
発
電
等
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
を

図
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

抑
制
に
寄
与
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

取
組
状
況

■
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

抑
制
等
の
計
画

﹇
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
削
減
等
目
標
﹈

　
事
業
活
動
に
伴
う
温
室
効
果

ガ
ス

（
※
１
）
の
排
出
を
削
減
す
る
た

め
、
設
備
更
新
に
際
し
て
は
省

エ
ネ
設
備
・
機
器
の
導
入
を
行

う
も
の
と
し
、本
計
画
期
間（
平

成
30
年
度
～
令
和
３
年
度
）
に

お
い
て
は
、
ポ
ン
プ
設
備
や
変

圧
器
な
ど
24
設
備
以
上
を
高
効

率
機
器
に
更
新
す
る
。
ま
た
、

施
設
管
理
用
の
水
力
発
電
や
太

陽
光
発
電
の
余
剰
電
力
の
有
効

利
用
を
継
続
し
、
毎
年
度
１
８

３
６
０
（
ｔ
︲
Ｃ
Ｏ
２
）
以
上

の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制

へ
の
寄
与
を
図
る
。

﹇
令
和
３
年
度
末
に
お
け
る
実
績
﹈

　

設
備
更
新
に
際
し
、
省
エ
ネ

設
備
・
機
器
の
導
入
を
33
設
備

で
実
施
し
、
こ
の
設
備
更
新
に

よ
り
、
１
９
８
１
（
ｔ
︲
Ｃ
Ｏ
２

／
年
）
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
の
削
減
に
寄
与
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
新

た
な
施
設
の
建
設
に
よ
る
排
出

量
の
増
加
が
あ
り
つ
つ
も
、
令

和
３
年
度
に
お
け
る
排
出
量
は

８
５
０
８
０
（
ｔ
︲
Ｃ
Ｏ
２
）
と

な
り
、
基
準
年
度
で
あ
る
平
成

29
年
度
の
排
出
量
８
９
９
３
１

（
ｔ
︲
Ｃ
Ｏ（

※
２
）

２
）
以
下
の
排
出
量

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
管
理
用
小
水
力
発
電

や
管
理
用
太
陽
光
発
電
を
有
効

活
用
し
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

削
減
を
推
進
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
余
剰
と
な
る
電
力
を
売
電

す
る
こ
と
で
、
電
力
会
社
が
排

出
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
２
１

１
４
５
ｔ
︲
Ｃ
Ｏ
２
／
年
（
平
成

30
年
度
～
令
和
3
年
度
平
均

値
）
以
上
抑
制
し
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
抑
制
等
の
計
画
に

お
い
て
目
標
と
し
た
１
８
３
６
０

ｔ
︲
Ｃ
Ｏ
２
／
年
以
上
の
排
出

抑
制
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

事務活動
5,350ｔ-CO2

省エネ機器の導入
△13ｔ-CO2

平成29年度
（基準年度）

令和３年度
（実績）

高効率機器の導入等
△1,968ｔ-CO2

施設管理等（基準年度時点の管理施設等）
79,730ｔ-CO2

事務活動
6,307ｔ-CO2

施設管理等
83,624ｔ-CO2

排出量89,931ｔ-CO2

排出量 85,080ｔ-CO2（5,350+79,730）

事業活動

事務活動 施設管理等
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Ⅲ
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Ⅳ
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令和４年度 環境報告書 Ⅳ 環境保全の取組

　
ま
た
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削

減
、
抑
制
の
た
め
に
、
次
の
取
組
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

■
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の
削
減
を

図
る
取
組

・
庁
舎
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

の
削
減

・
公
用
車
の
燃
料
使
用
量
の
削
減

・
環
境
配
慮
契
約
法
に
基
づ
く
取
組
の

推
進

・
新
た
に
加
わ
る
管
理
施
設
（
小
石
原

川
ダ
ム
）
で
の
管
理
用
水
力
発
電
設

備
の
設
置

■
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
等
に

資
す
る
取
組

・
用
紙
類
の
使
用
量
の
削
減

・
庁
舎
等
に
お
け
る
節
水
の
推
進

・
廃
棄
物
の
減
量
、
ゴ
ミ
の
分
別
の
徹
底

・
建
設
副
産
物
等
の
有
効
利
用
等

・
環
境
物
品
等
の
調
達

・
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
運
用

　
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
等
の

計
画
は
、
水
資
源
機
構
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
内
の
﹁
様
々
な
取
組
﹂
≳
﹁
環

境
へ
の
取
組
﹂
の
中
で
公
表
し
て
い

ま
す
。

（https://w
w

w
.w

ater.go.
jp/honsya/honsya/
torikum

i/kankyo/
ondan/index.htm

l

）

■
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

　
水
資
源
機
構
の
す
べ
て
の
事
業
活

動
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
は

次
の
と
お
り
で
す
。

※１　�事業活動に伴う温室効果ガス排出量は、事務活動に伴うものと施設管理等に伴うものの合計です。
　　　・�事務活動に伴う温室効果ガス排出量は、事務の実施に伴い排出されるもので、発生源は、庁舎において使用する購入電力（照明、

冷暖房機器、ＯＡ機器等）やガス類（給湯設備等）、公用車の燃料として使用するガソリンです。
　　　・�施設管理等に伴う温室効果ガス排出量は、ダム・水路等施設の新築・改築及び管理に伴い排出されるもので、発生源は、ポンプ

やゲート等の管理施設の操作や施設管理に使用する購入電力、軽油、灯油及び重油です。
※２　この計画において、購入電力による温室効果ガスの排出量は、平成28年度の電気事業者ごとの実排出係数を用いて算定しています。
　　　また、この報告書に記載している温室効果ガスの排出量は同じ排出係数を用いて算定した値です。
※ 3　�管理用水力発電及び太陽光発電で発電した電力のうち、管理用として使用した電力量です。
※４　�太陽光発電設備をアオコが発生しやすいファームポンド（農業用水の通水量を調整する水槽）に設置することにより、従来から設

置している六角フロート（日光をさえぎるための〝ウキ〟）と同様に日光をさえぎり、アオコが増えるのを防ぐ効果が期待できます。

【参考　管理用水力発電及び太陽光発電によるエネルギー産出量】
エネルギーの種類 単位 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

発生電力量
（管理用水力発電） ＭＷｈ 47,047 48,546 46,406 46,466 45,962

発生電力量（太陽光発電） ＭＷｈ 1,437 1,435 1,358 1,312 1,325

【事業活動におけるエネルギー使用量の推移】
エネルギーの種類 単位 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

電力（購入電力） MWh 183,558 182,855 178,879 171,288 176,613
電力（発電電力）※3 MWh 5,185 5,181 5,491 5,397 5,042

化
石
燃
料

ガソリン リットル 302,331 294,226 279,603 250,167 231,046
軽油 リットル 118,748 88,283 81,664 56,200 54,017
灯油 リットル 178,655 59,922 70,921 92,277 65,251
重油 リットル 28,500 77,900 70,450 21,700 29,000

ガ
ス

都市ガス N㎥ 9,608 8,307 7,977 11,830 11,129
液化石油ガス（LPG） ㎥ 1,725 1,468 1,577 1,679 1,722
液化天然ガス（LNG） ㎥ 458 0 0 0 0

太陽光発電設備と
六角フロート
（成田用水（高田ファームポンド））※４

https://www.water.go.jp/honsya/honsya/torikumi/kankyo/ondan/index.html
https://www.water.go.jp/honsya/honsya/torikumi/kankyo/ondan/index.html
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■
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
に

伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量

　
令
和
３
年
度
の
事
業
活
動
に
伴
う

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
８
５
０
８

０
（
ｔ
︲
Ｃ
Ｏ
２
）
で
あ
り
、
前
年

度
の
排
出
量
（
８
３
５
１
６
（
ｔ
︲

Ｃ
Ｏ
２
））
と
比
較
す
る
と
、
事
務

活
動
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
５
９

０
（
ｔ
︲
Ｃ
Ｏ
２
）
減
少
し
た
も
の

の
、
全
体
で
は
１
５
６
４
（
ｔ
︲
Ｃ

Ｏ
２
）
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
水
資
源
機
構
の
排
出
す
る
温
室
効

果
ガ
ス
は
、
そ
の
９
割
強
が
施
設
管

理
の
た
め
の
購
入
電
力
に
よ
る
も
の

で
、
そ
の
中
で
も
、
用
水
供
給
の
た

め
の
ポ
ン
プ
運
転
が
多
く
の
電
力
を

消
費
し
ま
す
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
削
減

す
る
た
め
、
設
備
更
新
に
際
し
て
は

省
エ
ネ
設
備
・
機
器
の
導
入
促
進
を

図
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
令
和
３
年

度
は
17
設
備
で
実
施
し
ま
し
た
。
こ

の
設
備
更
新
に
よ
っ
て
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
は
、
約
62
（
ｔ
︲
Ｃ

Ｏ
２
）／
年
の
削
減
と
な
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
高
効
率
型
の
機
器
等
の

導
入
な
ど
を
す
す
め
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
の
削
減
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

■
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用

　
水
資
源
機
構
が
管
理
す
る
施
設
で

は
、
発
電
事
業
者
が
実
施
し
て
い
る

水
力
発
電
の
ほ
か
に
、
施
設
管
理
用

の
水
力
発
電
を
行
っ
て
い
ま
す
。
第

３
期
中
期
計
画（
平
成
25
～
29
年
度
）

で
は
、
機
構
の
ダ
ム
・
水
路
等
施
設

が
有
す
る
潜
在
能
力
を
よ
り
一
層
活

用
し
て
い
く
た
め
、
小
水
力
発
電
設

備
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
・
増

強
を
図
り
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
２
０
７
１
４
（
ｔ
︲

Ｃ
Ｏ
２
）
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

抑
制
に
寄
与
し
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
環
境
に
優
し
い
水
力
発

電
及
び
太
陽
光
発
電
を
稼
働
し
、
適

切
な
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

⑴  

令
和
３
年
度
に
お
け
る
管
理
用

水
力
発
電
の
実
績

　
令
和
３
年
度
は
、
管
理
用
水
力
発

電
17
施
設
で
４
５
９
６
２
Ｍ
Ｗ
ｈ
の

発
電
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、

施
設
管
理
用
の
電
力
と
し
て
５
０
３

０
Ｍ
Ｗ
ｈ
を
使
用
し
、
こ
れ
に
よ
り

水
資
源
機
構
が
排
出
す
る
温
室
効
果

ガ
ス
を
２
４
７
９
（
ｔ
︲
Ｃ
Ｏ
２
）

削
減
し
ま
し
た
。
ま
た
、
余
剰
電
力

４
０
９
３
２
Ｍ
Ｗ
ｈ
は
電
力
会
社
へ

売
電
し
、
コ
ス
ト
縮
減
を
図
る
と
と

も
に
、
２
０
０
７
６
（
ｔ
︲
Ｃ
Ｏ
２
）

の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
に
寄

与
し
ま
し
た
。

⑵  

令
和
3
年
度
に
お
け
る
太
陽
光

発
電
の
実
績

　
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、
９
施

設
で
１
３
２
５
Ｍ
Ｗ
ｈ
の
発
電
を
行

い
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
６

（
ｔ
︲
Ｃ
Ｏ
２
）
削
減
し
、
６
３
８

（
ｔ
︲
Ｃ
Ｏ
２
）
の
排
出
抑
制
に
寄

与
し
ま
し
た
。

5,350 0
10,000
20,000
30,000
40,000
50,000
60,000
70,000
80,000
90,000
100,000

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量（
t-
C
O
2）

79,730

：事務活動による排出：施設管理等による排出

85,080

6,307 6,147 5,828 5,940 

89,931 89,344 

77,57683,624 83,197 81,576

83,516 
87,404 

20,076

638 

20,714 

15,000
16,000
17,000
18,000
19,000
20,000
21,000
22,000
23,000

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
抑
制
量（
t-
C
O
2）

：水力発電：太陽光発電

20,646 21,371 
20,243 20,286 

692 
691 

656 634 

21,338 
22,062 

20,899 20,920 

【令和３年度　太陽光発電実績】

施設名 最大出力
（kW）

発生電力量
（MWh）

CO2削減量※1

（t-CO2）
CO2抑制量※2

（t-CO2）
群馬用水 711 1,004 0� 488
印旛沼開発 50 62 0� 30
東総用水 20 27 0� 13
北総東部 50 48 0� 23
成田用水 50 57 0� 28
房総導水路 49 57 0� 28
愛知用水路 40 35 0� 17
木曽川用水 20 22 0� 11
両筑平野用水 10 12 5� 0
合計 1,325 6 638
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Ⅳ
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■
グ
リ
ー
ン
契
約
の
実
績

　
グ
リ
ー
ン
契
約（
環
境
配
慮
契
約
）

と
は
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
調
達
す

※１　�施設管理用の電力として使用することで、水資源機構が排出する温室効果ガスを削減した量
※２　電力会社へ売電することで、水資源機構以外の者の温室効果ガス排出抑制に寄与した量

【令和３年度　施設管理用水力発電実績】

施設名
（設置場所）

最大出力
（kW）

発生電力量
（MWh）

CO2削減量※1

（t-CO2）
CO2抑制量※2

（t-CO2）
霞ヶ浦用水（小貝川注水工） 105 748 17 346
武蔵水路 8.9 60 2 27
阿木川ダム　 2,600 14,821 753 6,435
愛知用水（東郷調整池） 1,000 7,470 194 3,429
愛知用水（佐布里池） 33.3 166 5 75
豊川用水（大島ダム） 240 1,189 43 534
豊川用水（宇連ダム） 760 3,861 107 1,765
豊川用水（二川調節堰） 7.1 25 1 11
豊川用水（駒場流入工） 50 258 4 121
三重用水（中里ダム） 133 983 14 463
室生ダム 560 828 260 162
布目ダム 990 0 0 0
比奈知ダム 77 25 12 0
一庫ダム 1,900 5,813 489 2,470
日吉ダム 850 5,909 313 2,694
初瀬水路 150 1,045 26 506
大山ダム 520 2,761 238 1,038
合計 45,962 2,479 20,076

【令和３年度　太陽光発電実績】

施設名 最大出力
（kW）

発生電力量
（MWh）

CO2削減量※1

（t-CO2）
CO2抑制量※2

（t-CO2）
群馬用水 711 1,004 0� 488
印旛沼開発 50 62 0� 30
東総用水 20 27 0� 13
北総東部 50 48 0� 23
成田用水 50 57 0� 28
房総導水路 49 57 0� 28
愛知用水路 40 35 0� 17
木曽川用水 20 22 0� 11
両筑平野用水 10 12 5� 0
合計 1,325 6 638

る
際
に
、
環
境
負
荷
が
で
き
る
だ

け
少
な
く
な
る
よ
う
な
工
夫
を
し

た
契
約
で
す
。
具
体
的
に
は
、﹁
国

等
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
等
の

排
出
の
削
減
に
配
慮
し
た
契
約
の

推
進
に
関
す
る
法
律
﹂（
以
下﹁
環

境
配
慮
契
約
法
﹂
と
い
う
。）
に

お
い
て
、
国
や
独
立
行
政
法
人
等

の
公
共
機
関
が
契
約
を
結
ぶ
際

に
、
価
格
に
加
え
て
環
境
性
能
を

含
め
て
総
合
的
に
評
価
し
、
も
っ

と
も
優
れ
た
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
等

を
提
供
す
る
者
と
契
約
す
る
こ
と

を
定
め
て
い
ま
す
。
水
資
源
機
構

に
お
い
て
も
、
環
境
省
の
定
め
る

環
境
配
慮
契
約
法
基
本
方
針
に
基

づ
く
７
類
型
の
契
約
に
お
い
て
環

境
配
慮
契
約
の
推
進
を
図
っ
て
お

り
、
そ
の
結
果
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
に
お
い
て
は
、
電

気
の
供
給
を
受
け
る
契
約
に
つ
い

て
29
件
、
自
動
車
の
購
入
等
に
係

る
契
約
と
し
て
自
動
車
の
購
入
６

台
、
賃
貸
借
23
台
に
つ
い
て
、
環

境
配
慮
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
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②
資
源
の
再
生
︑
再
利
用

　

工
事
に
よ
り
発
生
す
る
土

砂
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
、
伐
採

木
な
ど
の
建
設
副
産
物
の
発
生

の
抑
制
を
図
る
と
と
も
に
、
発

生
し
た
建
設
副
産
物
は
再
資
源

化
す
る
な
ど
有
効
に
利
活
用
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
ダ
ム
湖
に

流
入
す
る
流
木
や
施
設
周
辺
で

発
生
す
る
刈
草
も
有
効
活
用
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
務
活
動

に
お
け
る
紙
使
用
量
・
廃
棄
物

削
減
の
取
組
や
、
環
境
物
品
等

の
調
達
の
取
組
を
推
進
し
て
い

ま
す
。取

組
状
況

■
流
木
な
ど
の
有
効
活
用

　

ダ
ム
や
堰
な
ど
に
流
れ
込
ん
で

く
る
流
木
を
、
施
設
の
運
用
に
支
障

の
な
い
よ
う
に
陸
揚
げ
し
、
処
分
す

る
際
に
、
積
極
的
な
有
効
活
用
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
は
、
22
施
設
に
お
い

■
刈
草
等
の
有
効
活
用

　
管
理
施
設
に
異
常
が
な
い
か
目
視

で
確
認
す
る
た
め
に
、
管
理
施
設
周

辺
の
除
草
を
行
っ
て
い
ま
す
。
除
草

で
発
生
し
た
大
量
の
刈
草
等
は
、
34

の
施
設
に
お
い
て
、
畑
な
ど
の
敷
き

草
用
の
資
材
と
し
て
、
ま
た
、
堆
肥

化
し
て
一
般
の
方
に
配
布
す
る
等
の

取
組
を
行
っ
て
お
り
、
１
４
７
２
5

空
㎥
を
有
効
利
用
し
ま
し
た
。

　

琵
琶
湖
開
発
総
合
管
理
所
で
は
、

約
50
㎞
の
湖
岸
堤
を
管
理
し
て
お
り

毎
年
堤
防
除
草
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
堤
防
除
草
で
発
生
し
た
刈
草
の

一
部
は
、
資
源
の
有
効
利
用
及
び
環

境
負
荷
の
低
減
を
目
的
と
し
て
管
理

す
る
揚
陸
施
設
に
お
い
て
良
質
な
堆

肥
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
、
地
域
の
皆

様
へ
の
配
布
や
湖
岸
の
ヨ
シ
帯
造
成

で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年

度
は
約
３
４
０
名
の
地
域
の
皆
様
に

配
布
を
行
い
ま
し
た
。

て
処
理
が
必
要
な
流
木
を
集
積
し
、

合
計
４
７
２
６
空
㎥（

※
1
）の
流
木
を
有
効

利
用
し
ま
し
た
。集
積
し
た
流
木
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
処
理
・
チ
ッ
プ
・
堆
肥

等
に
加
工
し
て
資
材
と
し
て
維
持
管

理
業
務
に
活
用
し
た
り
、
一
般
配
布

し
て
地
域
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
そ
の
ま
ま

の
形
で
流
木
ア
ー
ト
な
ど
に
利
用
し

て
い
ま
す
。

【令和３年度　刈草有効利用実績】

施設名 有効利用量
（空㎥）※1

千葉用水 5,412

琵琶湖開発 2,045

豊川用水 1,845

三重用水 750

味噌川ダム 656
その他（29施設） 4,017
合計 14,725

※１　�空㎥とは、空隙を含んだ体積。

【令和３年度　流木有効利用実績】

施設名 有効利用量
（空㎥）※1

池田ダム 1,065

滝沢ダム 1,062

矢木沢ダム 760

岩屋ダム 427

徳山ダム 297

その他（17施設） 1,115

合計 4,726 流木ペイント大会の様子（一庫ダム）

刈草堆肥化状況(左)と配布状況(右)（琵琶湖開発）
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Ⅰ
事
業
の
概
要

Ⅱ
環
境
保
全
の
方
針

Ⅲ
環
境
保
全
の
取
組
の
体
制

Ⅳ
環
境
保
全
の
取
組

Ⅴ
よ
り
良
い
環
境
報
告
書
を
目
指
し
て

令和４年度 環境報告書 Ⅳ 環境保全の取組

■
建
設
副
産
物
の
リ
サ
イ

ク
ル

　
建
設
副
産
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
、国
土
交
通
省
が
策
定
し
た﹁
建

設
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
計
画
２
０
１

４
（
※
１
）﹂
に
お
け
る
再
資
源
化
率
等
の
目

標
値
を
踏
ま
え
、
そ
れ
以
上
の
目
標

値
を
定
め
て
そ
の
推
進
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　
工
事
の
設
計
段
階
か
ら
建
設
副
産

物
の
発
生
抑
制
、
有
効
利
用
、
再
資

源
化
等
の
検
討
を
行
う
と
と
も
に
再

資
源
化
率
、
再
資
源
化
・
縮
減
率
、

排
出
率
、
建
設
発
生
土
有
効
利
用
率

の
目
標
を
定
め
、
工
事
受
注
者
に
対

し
て
は
、そ
の
目
標
を
示
し
た
上
で
、

現
場
分
別
の
徹
底
、
再
生
資
源
︹
利

用・利
用
促
進
︺
計
画
書
（
実
施
書
）

の
作
成
に
関
す
る
指
導
を
行
い
、
建

設
副
産
物
８
項
目
全
て
に
お
い
て
目

標
値
を
達
成
し
ま
し
た
。

■
グ
リ
ー
ン
購
入

の
実
績

　

グ
リ
ー
ン
購
入
と
は
、

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入

す
る
際
に
、
環
境
負
荷
の

低
減
に
資
す
る
物
品
・
役

務
（
環
境
物
品
等
）
を
選

択
し
て
購
入
す
る
こ
と
で

す
。水
資
源
機
構
で
は
、﹁
国

等
に
よ
る
環
境
物
品
等
の

調
達
の
推
進
等
に
関
す
る

法
律
﹂（
以
下
﹁
グ
リ
ー
ン

購
入
法
﹂
と
い
う
。）
に
基

づ
き
、﹁
環
境
物
品
等
の
調

達
の
推
進
を
図
る
た
め
の

方
針
﹂
を
毎
年
度
作
成
し

て
、
環
境
物
品
等
の
調
達

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
に
お
い
て

も
、対
象
２
７
７
品
目
（
物

品
・
役
務
２
０
７
品
目
、

公
共
工
事
70
品
目
）
に
つ

い
て
、
１
０
０
％
調
達
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
方

針
を
作
成
し
、
環
境
物
品

等
の
調
達
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

※１　�令和２年９月に「建設リサイクル推進計画 2020 ～「質」を重視するリサイクルへ～」が策定されました。水資源機構は平成 30
年度に策定した第 4期中期計画期間（平成 30年度～令和 3年度）の建設副産物リサイクルの目標値として、「建設リサイクル推
進計画 2014」を参考にしています。

※２　�再資源化率等実績値の算出方法（実績値は小数点以下を四捨五入）
　　　＜再資源化率＞リサイクル量／現場外排出量
　　　＜再資源化・縮減率＞リサイクル量他（リサイクル量＋単純焼却量＋減量化量）／現場外排出量
　　　＜排出率＞建設混合廃棄物の排出量／全建設廃棄物排出量
　　　＜有効利用率＞新材以外の盛土埋戻量／盛土埋戻量
※３　リサイクル量には、工事間利用、再資源化、サーマルリサイクル（熱回収）が含まれます。

【令和３年度における建設副産物のリサイクル実績】　

建設副産物　目標項目
（再資源化率）

再資源化率（％）
実績値※２／目標値

現場外排出量
（ｔ）

リサイクル量※３

（ｔ）

アスファルト・コンクリート塊 100% ／ 99%以上 22,634 22,634

コンクリート塊 100% ／ 99%以上 14,792 14,792

建設発生木材 100% ／ 96%以上 7,659 7,637

建設副産物　目標項目
（再資源化・縮減率）

再資源化・縮減率（％）
実績値※２／目標値

現場外排出量
（ｔ）

リサイクル量他
（ｔ）

建設汚泥 100% ／ 90%以上 23,817 23,793

建設混合廃棄物 99% ／ 60%以上 894 881

建設廃棄物全体 100% ／ 96%以上 71,316 71,205

建設副産物　目標項目
（有効利用率）

有効利用率（％）
実績値※２／目標値

発生量
(ｍ3）

有効利用量
(ｍ3）

建設発生土 93% ／ 80%以上 2,071,144 1,916,818

建設副産物　目標項目
（排出率）

排出率（％）
実績値※２／目標値 建設廃棄物全体の排出量(ｔ) 建設混合廃棄物の排出量(ｔ)

建設混合廃棄物 1.3% ／ 3.5%以下 71,316 894
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そ
し
て
、
令
和
３
年
度
は
、
調
達

が
必
要
と
な
っ
た
品
目
の
う
ち
、
物

品
・
役
務
に
お
い
て
は
全
品
目
で
、

国
が
定
め
た
基
準
を
満
足
す
る
物
品

等
を
１
０
０
％
調
達
し
ま
し
た
。
ま

た
、
公
共
工
事
で
は
、
数
値
目
標
を

定
め
た
品
目
に
つ
い
て
は
﹁
環
境
物

品
等
の
調
達
の
推
進
に
関
す
る
基
本

方
針
﹂（
令
和
３
年
２
月
19
日
閣
議

決
定
）
で
定
め
ら
れ
た
基
準
を
満
足

す
る
物
品
等
を
１
０
０
％
調
達
し
、

そ
れ
以
外
の
品
目
に
つ
い
て
も
、
事

業
の
特
性
・
必
要
と
さ
れ
る
強
度
や

耐
久
性
、
機
能
の
確
保
、
コ
ス
ト
な

ど
に
留
意
し
な
が
ら
、
的
確
に
調
達

し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
以
降
の
調
達
に
お
い

て
も
、
環
境
負
荷
の
低
減
を
図
る
と

い
う
グ
リ
ー
ン
購
入
法
の
趣
旨
を
全

て
の
事
務
所
に
徹
底
し
、
環
境
物
品

等
の
調
達
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
公
共
工
事
に
お
い
て
は
、
そ
の

構
成
要
素
で
あ
る
資
材
等
の
使
用
に

あ
た
っ
て
、
事
業
毎
の
特
性
、
必
要

と
さ
れ
る
強
度
や
耐
久
性
、
機
能
の

確
保
、
コ
ス
ト
等
に
留
意
し
つ
つ
、

調
達
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■
コ
ピ
ー
用
紙
使
用
量

　
令
和
３
年
度
に
お
け
る
コ
ピ
ー
用

紙
使
用
量
は
、
全
事
務
所
合
計
枚
数

が
、１
５
５
８
万
枚（
Ａ
４
判
相
当
）、

職
員
（
職
員
以
外
の
業
務
従
事
者
を

含
む
。）
１
人
あ
た
り
の
使
用
枚
数

は
、
１
年
間
で
８
５
２
１
枚
／
人
と

令
和
2
年
度
に
比
べ
て
約
５
・
７
％

減
少
し
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
コ
ピ
ー
用
紙
の
裏
面
利

用
、両
面・集
約
コ
ピ
ー
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
会
議

の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
等
の
コ
ピ
ー
用

紙
使
用
枚
数
の
削
減
に
向
け
た
取
組

を
さ
ら
に
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

■
上
水
道
使
用
量

　
令
和
３
年
度
に
お
け
る
上
水
道
使

用
量
は
、
全
事
務
所
合
計
で
約
４
１

０
９
７
㎥
で
、
昨
年
度
よ
り
約
６
％

増
加
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
よ
り
一
層
の
節
水
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

■
事
業
系
廃
棄
物

　
令
和
３
年
度
に
お
け
る
事
業
系
廃

棄
物
量
は
、
全
事
務
所
合
計
で
約
１

０
５
ｔ
で
、
令
和
２
年
度
に
比
べ
て

約
３
％
減
少
し
ま
し
た
。

　
事
業
系
廃
棄
物
を
減
少
さ
せ
る
取

組
と
し
て
、
資
源
ゴ
ミ
の
分
別
を
徹

底
し
、
フ
ァ
イ
ル
等
事
務
用
品
の
再

利
用
の
推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
廃
棄
物
削
減
に
つ
な
が

る
取
組
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
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令和４年度 環境報告書 Ⅳ 環境保全の取組

③
有
害
物
質
の
管
理

　
過
去
に
使
用
し
て
い
た
ポ
リ

塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
（
Ｐ
Ｃ
Ｂ

（
※
１
））

を
含
む
廃
棄
物
を
、﹁
ポ
リ
塩
化

ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な

処
理
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
﹂
等
に
基
づ
き
、
適
正
に

各
事
務
所
の
電
気
室
、
機
場
等

で
の
保
管
、
処
分
を
行
い
ま
す
。

取
組
状
況

■
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル

︵
Ｐ
Ｃ
Ｂ
︶
の
保
管
・

処
分
状
況

　

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
（
Ｐ
Ｃ

Ｂ
）
を
含
む
廃
棄
物
の
保
管
に
当

た
っ
て
は
、﹁
特
別
管
理
産
業
廃
棄

物
保
管
基
準
﹂

（
※
２
）

に
従
い
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の

漏
れ
等
が
生
じ
な
い
よ
う
、
必
要
な

措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
度
、
都
道
府
県
知
事

等
へ
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
保
管
量
等
を
届
け

出
て
い
ま
す
。

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
保
管
基
準

（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
場
合

（
※
３
））

・
保
管
場
所
の
周
辺
に
囲
い
が
設

け
ら
れ
て
い
る
こ
と

・
見
や
す
い
箇
所
に
特
別
管
理
産

業
廃
棄
物
の
保
管
場
所
で
あ
る

旨
な
ど
の
表
示
を
し
た
掲
示
版

が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

・
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
飛
散・流
出・

地
下
浸
透
・
悪
臭
発
生
の
防
止

の
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
こ
と

・
保
管
場
所
に
ね
ず
み
が
生
息
し
、

及
び
蚊
、
は
え
そ
の
他
の
害
虫

が
発
生
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
・
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
に
他
の
物
が
混

入
す
る
お
そ
れ
の
な
い
よ
う
に

仕
切
り
を
設
け
る
等
必
要
な
措

置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と

・
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
揮
発
防
止
及
び
Ｐ
Ｃ

Ｂ
廃
棄
物
が
高
温
に
さ
ら
さ
れ

な
い
た
め
に
必
要
な
措
置
が
講

じ
ら
れ
て
い
る
こ
と

・
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
腐
食
の
防
止

の
た
め
に
必
要
な
措
置
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
こ
と

　
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
廃
棄
物
の
処
分
時

期
は
、
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市

ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
令
和

３
年
度
は
利
根
導
水
総
合
事
業
所
、

群
馬
用
水
管
理
所
、
木
津
川
ダ
ム
総

合
管
理
所
に
お
い
て
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む

機
器
類
の
処
分
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
適
正
に
保
管
・
処
分
し

て
い
き
ま
す
。

※ 1　�PCBは燃えにくく電気絶縁性に優れていたため、電気機器の絶縁油として広く使用されました。しかし、有害であることが判明し
たため、昭和 47年以降は製造や新たな使用は禁止されています。

※２　「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づく基準。
※３　ポリ塩化ビフェニル（PCB）廃棄物の適正な処理に向けて〔2015年 4月版〕環境省より。

【令和３年度PCB保管・処分状況】

事業所 令和３年度処分状況

利根導水総合事業所（秋ヶ瀬管理所） 全量処分済み

千葉用水総合管理所 一部処分・保管継続

群馬用水管理所 全量処分済み

豊川用水総合事業部 一部処分・保管継続

木津川ダム総合管理所（高山ダム管理所） 全量処分済み

処分したPCB廃棄物（木津川ダム総合管理所）
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３  
環
境
保
全
意
識
の

向
上

３
︲
１　

環
境
学
習
会
の
実
施

　
職
員
の
環
境
に
対
す
る
意
識

と
知
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、

全
事
務
所
で
環
境
学
習
会
を
開

催
す
る
ほ
か
、
環
境
に
関
す
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
け
た
研
修

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
環
境
学

習
会
に
は
、
工
事
や
調
査
の
関

係
者
、
地
域
の
方
々
、
利
水
者

の
方
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
地
域
環
境
の
保
全
に
対
す

る
意
識
を
共
有
す
る
と
と
も

に
、
水
資
源
機
構
の
事
業
や
環

境
保
全
の
取
組
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
環
境
保
全
に
関
す
る

姿
勢
の
明
確
化
を
図
り
、
組
織

的
、
体
系
的
に
環
境
保
全
に
取

り
組
む
た
め
に
、
環
境
保
全
に

関
す
る
指
針
を
策
定
し
て
い
ま

す
。

取
組
状
況

■
環
境
学
習
会
の
開
催

　
令
和
３
年
度
は
、
全
て
の
事
務
所

で
環
境
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

環
境
学
習
会
に
は
、
機
構
の
環
境
保

全
の
取
組
に
対
す
る
理
解
が
広
ま

る
よ
う
、
工
事
関
係
者
、
地
域
住
民

及
び
利
水
者
等
に
も
参
加
い
た
だ

き
、
参
加
者
数
は
延
べ
９
２
５
名
に

な
り
ま
し
た
。

　

施
設
の
管
理
を
行
う
に
あ
た
っ

て
は
、
あ
ら
ゆ
る
環
境
へ
の
配
慮
を

し
つ
つ
進
め
て
お
り
、
職
員
の
環
境

に
対
す
る
意
識
と
知
識
の
向
上
は

的
確
な
管
理
を
行
う
上
で
必
須
の

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
社
で
は
、
３
月
４
日
に
、﹁
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

の
展
開
と
求
め
ら
れ
る
こ
と
﹂
と
題

し
て
環
境
学
習
会
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
学
習
会
の
実
施
に
当
た
っ

て
は
全
社
に
お
い
て
可
能
と
な
る

よ
う
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
全
国
の
事
務
所
に
も
配
信
し
ま

し
た
。

　

他
の
事
務
所
で
の
実
施
例
と
し

て
、
岩
屋
ダ
ム
管
理
所
で
は
、
馬
瀬

川
下
流
漁
業
協
同
組
合
と
下
呂
市
立

東
第
一
小
学
校
と
協
働
し
、
児
童
達

を
対
象
と
し
た
馬
瀬
川
に
生
息
す
る

水
生
生
物
な
ど
の
環
境
に
関
す
る
体

験
学
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

３
︲
２　

環
境
に
関
す
る
研
修
の
実
施

　
水
資
源
機
構
で
は
、
専
門
的
知
識

の
習
得
を
目
的
と
し
た
﹁
専
門
研

修
﹂、
基
礎
的
知
識
等
の
習
得
を
目

的
と
し
た
﹁
一
般
研
修
﹂
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
環
境
に
関
す
る
専
門
研

修
と
し
て
﹁
環
境
保
全
特
別
研
修
﹂

が
あ
り
、
ま
た
、
一
般
研
修
に
お
い

て
も
環
境
に
関
す
る
講
義
を
設
け
て

い
ま
す
。

　
環
境
保
全
特
別
研
修
で
は
、
環
境

保
全
に
精
通
し
た
人
材
を
育
成
し
、

機
構
事
業
に
お
け
る
環
境
保
全
の
取

組
に
活
か
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

毎
年
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和

3
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
水
質
担
当
者
の
水
質
管
理

に
係
る
知
識
及
び
技
術
の
向
上
を
図

り
、
各
施
設
に
お
け
る
適
切
な
水
質

管
理
及
び
良
質
な
用
水
の
供
給
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
事
務

所
の
水
質
担
当
者
を
対
象
に
﹁
水
質

担
当
者
会
議
﹂
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。
会
議

は
情
報
共
有
の
目
的
も
あ
り
、
水
質

管
理
計
画
、
水
質
異
常
報
告
の
目
的

及
び
水
質
デ
ー
タ
処
理
な
ど
、
よ
り

実
務
的
な
内
容
で
実
施
し
ま
し
た
。

水生生物の採取(岩屋ダム管理所)
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【令和３年度　各事務所における主な環境学習会の内容】
事務所名 名称

本社　他　 SDGs（持続可能な開発）の展開と求められること
総合技術センター 小規模ダム貯水池における放線菌カビ臭問題に対する水質対策の事例
利根導水総合事業所 水質事故対応訓練（オイルマット等の使用方法と機能について）
思川開発建設所 既設ダム周辺環境整備の見学及び草木ダム管理所の環境保全の取組
沼田総合管理所 小学生への奥利根湖に棲むおさかなの勉強会
利根川下流総合管理所 妙岐ノ鼻地区の環境（鳥類・植物等）について
荒川ダム総合管理所 自然公園法に関する勉強会
千葉用水総合管理所 流域治水と環境
下久保ダム管理所 シカの食害について
草木ダム管理所 外来生物（特定外来生物）について
群馬用水管理所 ゴミの不法投棄対策について
霞ヶ浦用水管理所 流域治水と環境
中部支社 気象に関する講習会「2021年�出水期の降雨予測精度検証」
豊川用水総合事業部 小規模ダム貯水池における放線菌カビ臭問題に対する水質対策の事例
木曽川水系連絡導水路建設所 付着沈性卵用ふ化装置を用いたアユの人工ふ化事業について
愛知用水総合管理所 環境DNAによる外来種調査に関する勉強会
木曽川用水総合管理所 水質協働学習会
岩屋ダム管理所 水生生物採取
阿木川ダム管理所 生物相変遷から読み解くダム湖周辺および下流河川の環境
長良川河口堰管理所 付着沈性卵用ふ化装置を用いたアユの人工ふ化事業について
味噌川ダム管理所 生物相変遷から読み解くダム湖周辺および下流河川の環境
徳山ダム管理所 ツキノワグマの生態等
三重用水管理所 気候変動について
関西・吉野川支社� 顕微鏡によるアオコ等の観察
川上ダム建設所 伊賀盆地のトンボ
琵琶湖開発総合管理所 オオバナミズキンバイ駆除作業について
木津川ダム総合管理所 伊賀盆地のトンボ
木津川ダム総合管理所 木津川ダム群の水質について
一庫ダム管理所 小規模ダム貯水池における放線菌カビ臭問題に対する水質対策の事例
日吉ダム管理所 日吉ダムにおける両生類・爬虫類・哺乳類調査について
池田総合管理所 稚アユ放流及び水質調査体験 (早明浦ダム ･吉野小学校ほか )

オオバナミズキンバイの駆除（琵琶湖開発総合管理所）奥利根湖に棲むおさかなの勉強会（沼田総合管理所）

稚アユ放流（左）及び水質調査体験（右）（池田総合管理所）
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４  
社
会
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

４
︲
１　
環
境
に
関
す
る

情
報
の
発
信

　
広
報
誌
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な

ど
を
利
用
し
て
、
環
境
保
全
の

取
組
や
管
理
施
設
の
水
質
状
況

な
ど
、
環
境
情
報
の
発
信
に
努

め
て
い
ま
す
。

取
組
状
況

■
水
質
年
報
の
作
成
・
公
表

　

管
理
施
設
の
水
質
状
況
に
つ
い

て
、
平
成
16
年
度
以
降
、
毎
年
、﹁
水

質
年
報
﹂
と
し
て
と
り
ま
と
め
、
公

表
し
て
い
ま
す
。﹁
水
質
年
報
﹂に
は
、

管
理
施
設
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る

定
期
水
質
調
査
結
果
を
掲
載
し
て
い

る
ほ
か
、
水
質
の
経
年
変
化
、
水
質

異
常
発
生
の
状
況
、
水
質
の
保
全
・

改
善
へ
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
掲
載

し
て
い
ま
す
。

■
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
利
用

し
た
情
報
発
信

　
環
境
方
針
や
環
境
行
動
計
画
な
ど

水
資
源
機
構
に
お
け
る
環
境
保
全
の

取
組
に
係
わ
る
情
報
を
﹁
環
境
へ
の

取
組
﹂
と
し
て
、
機
構
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
て
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
﹁
環
境
報
告
書
﹂
や
﹁
水
質
年
報
﹂

は
10
年
分
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

■
広
報
誌
に
よ
る
情
報
発
信

　

広
報
誌
﹁
水
と
と
も
に
﹂
で
は
、

水
質
の
保
全
、
生
物
多
様
性
の
保
全
、

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
な
ど
環
境

保
全
の
取
組
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
事
務
所
に
お
い
て
、
地

域
の
皆
様
に
事
業
の
内
容
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
広
報
誌
を
発
行
し

て
い
ま
す
。
職
員
自
ら
取
材
し
、
地

元
の
方
々
の
声
や
工
事
の
進
捗
状

況
、
環
境
保
全
の
取
組
な
ど
に
つ
い

て
記
事
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
比
奈
知
ダ
ム
環
境
新
聞
令
和
３
年

６
月
号
で
は
特
定
外
来
種
で
あ
る
オ

オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
駆
除
活
動
の
様
子

を
掲
載
し
ま
し
た
。

■
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
利
用
し
た

情
報
発
信

　

防
災
情
報
、
各
現
場
の
出
来
事
、

施
設
周
辺
で
見
ら
れ
る
動
植
物
の
様

子
、
環
境
保
全
の
取
組
な
ど
に
つ
い

て
、Tw

itter

、Facebook

、

Youtube

の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
長
を

活
か
し
て
情
報
発
信
を
行
い
ま
し
た
。

︻
情
報
発
信
の
例
︼

●Tw
itter

・Facebook 
　
機
構
の
業
務
や
施
設
周
辺
に
関
す

る
こ
と
及
び
防
災
対
応
等
の
タ
イ
ム

リ
ー
な
情
報
をTw

itter

で
、
詳
細

な
情
報
をFacebook

で
発
信
し

ま
し
た
。

●YouTube
Y

ouTub
e

に
はTw

itter

や
、

F
a

ceb
o

o
k

で
は
伝
え
る
こ
と

が
難
し
い
再
生
時
間
の
長
い
映
像
を

中
心
に
動
画
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
機
構
概
要
を
紹
介
す
る
動
画
﹁
く

ら
し
を
守
る
水
資
源
機
構
﹂、
ダ
ム

の
防
災
効
果
を
解
説
し
た
﹁
洪
水
時

の
ダ
ム
の
働
き
～
ダ
ム
の
防
災
操
作

～
﹂、
ダ
ム
の
放
流
や
四
季
折
々
の

施
設
周
辺
の
風
景
を
収
め
た
﹁
水
紀

行
﹂、
施
設
の
役
割
や
魅
力
等
を
紹

介
し
た
バ
ー
チ
ャ
ル
ダ
ム
見
学
動
画

な
ど
を
作
成
・
公
開
し
て
い
ま
す
。 Twitter掲載例
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　ダムや用水路を訪れる動物や鳥、魚などの生き物を季節別に紹介した動画を作成し、
　令和４年４月に水資源機構ウェブサイトで公開しました。

水資源機構の発
信した情報はこ
ちらからご覧に
なれます。

ダムや川に住む
生き物たち

キッズ向けの動画を作成し、YouTube に掲載しました

春になると、水資源機構が管理する堰やダム
に多くの生き物がやって来ます。

おや、ピョンピョン跳ねているのは、アユの
子供です。アユの子供たちががんばって川を
上ってきます。(長良川河口堰)

夏には、めずらしい生き物がやって来ます。

水資源機構の職員が作った巣穴に棲むのは、
オオサンショウウオです。(川上ダム)

秋には、海で大きくなったサケが、産卵のた
めに川に戻ってきます。水資源機構では、利
根川に上ってくるサケの数を数えています。
(利根導水路)

冬の間、水資源機構では、サケの数を増やす
活動をしています。秋にサケからとった卵が
ふ化するまで、事務所で大切に育てています。
そして産まれたサケの子供をみんなで利根川
に放します。大きくなってまたこの川に戻っ
て来てね。(利根導水路)

YouTubeFacebookTwitter環境への取組

https://m.youtube.com/watch?v=8ZKIVkddTh0&t=52s
https://www.water.go.jp/honsya/honsya/torikumi/kankyo/index.html
https://twitter.com/jwa_PR?ref_src=twsrc%5Egoogle%7Ctwcamp%5Eserp%7Ctwgr%5Eauthor
https://m.facebook.com/jwaPR/?locale=ja_JP&_rdr
https://m.youtube.com/c/jwaPR
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４
︲
２　
地
域
に
密
着
し

た
施
設
・
水
辺
空
間

　
水
資
源
機
構
の
施
設
の
多
く

は
、
水
源
地
域
や
都
市
部
の
中

で
も
比
較
的
自
然
が
豊
か
な
地

域
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　
施
設
や
そ
の
周
辺
は
、
自
然

と
の
ふ
れ
あ
い
の
活
動
の
場
と

な
る
水
辺
や
緑
地
が
形
成
さ
れ

て
お
り
、散
策
な
ど
を
目
的
に
、

地
域
の
方
々
や
都
市
部
か
ら
の

来
訪
者
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
施
設
の
新
築
や
改
築

を
行
う
際
に
は
、
施
設
周
辺
の

景
観
に
配
慮
し
た
施
設
整
備
を

実
施
し
、
地
域
環
境
と
の
調
和

を
図
っ
て
い
ま
す
。

取
組
状
況

■
景
観
に
配
慮
し
た
施
設

整
備

　
施
設
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
全
事

務
所
に
お
い
て
地
域
特
性
等
を
考
慮

し
て
策
定
し
た
景
観
コ
ン
セ
プ
ト
に

基
づ
き
、
景
観
に
配
慮
し
て
取
り
組

み
ま
し
た
。

　
川
上
ダ
ム
で
は
、
管
理
棟
・
発
電

所
建
屋
・
放
流
警
報
局
舎
の
施
設
整

備
に
あ
た
り
、
地
域
の
特
性
を
活
か

し
、
統
一
感
・
一
体
感
の
あ
る
デ
ザ

イ
ン
を
採
用
し
ま
し
た
。
川
上
ダ
ム

が
あ
る
伊
賀
地
方
で
は
伊
賀
焼
（
陶

器
）
が
有
名
で
あ
り
、
伊
賀
瓦
（
い

ぶ
し
瓦
）
が
製
造
さ
れ
て
い
ま
す
。

伊
賀
瓦
は
灰
色
を
基
調
と
し
た
落
ち

着
い
た
色
彩
で
あ
り
、伊
賀
上
野
城
、

旧
藤
堂
邸
、
旧
青
山
町
を
代
表
す
る

大
村
神
社
の
付
属
棟
の
ほ
か
、
伊
賀

地
方
の
集
落
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
目

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
伊
賀
瓦

の
色
彩
を
基
調
と
す
る
こ
と
で
、
周

辺
の
景
観
と
の
調
和
に
配
慮
し
ま
し

た
。
令
和
３
年
度
は
、
管
理
棟
、
放

流
警
報
局
舎
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
小
石
原
川
ダ
ム
で
は
、
門
扉
等
の

周
囲
の
色
調
に
合
わ
せ
て
モ
ノ
ク
ロ

の
デ
ザ
イ
ン
の
立
入
禁
止
看
板
を
設

置
し
て
、
ダ
ム
サ
イ
ト
の
景
観
に
配

慮
し
ま
し
た
。

■
湖
面
等
の
利
活
用

　
施
設
や
そ
の
周
辺
は
、
自
然
と
の

ふ
れ
あ
い
の
活
動
の
場
と
し
て
、
散

策
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ダ
ム
の
湖
面
や
湖
岸
な
ど

は
、
貴
重
な
地
域
資
源
で
あ
り
、
マ

ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
利
活

用
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
香
川
用
水
に
お
い
て
は
、
渇
水
時

や
大
地
震
な
ど
の
緊
急
時
で
も
水
道

用
水
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
よ

う
、
調
整
池
﹁
宝
山
湖
﹂
が
あ
り
ま

す
。

　
宝
山
湖
は
、
四
季
折
々
の
花
が
楽

し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
地
元
に

愛
さ
れ
お
り
、
宝
山
湖
の
上
流
に
あ

る
ビ
オ
ト
ー
プ
で
は
、﹁
青
い
ス
イ

レ
ン
﹂
の
鑑
賞
に
一
日
に
２
０
０
～

３
０
０
人
ほ
ど
の
方
が
訪
れ
ま
し

た
。

　
ス
イ
レ
ン
の
ほ
か
に
も
、
ヒ
ガ
ン

バ
ナ
や
桜
、
ア
ジ
サ
イ
な
ど
多
く
の

花
が
季
節
毎
に
咲
き
、
訪
れ
た
人
々

の
心
を
癒
し
て
い
ま
す
。

立入禁止デザイン看板の設置
（小石原川ダム）

景観に配慮した管理棟と警報局舎（川上ダム）
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愛知池周回道路を散策として利用
（愛知用水（東郷調整池））

宝山湖周辺に咲く花 （々左からスイレン、彼岸花、桜）（香川用水（香川用水調整池））

さめうら湖縦断チャレンジ
（早明浦ダム）

ボートの利用
（矢木沢ダム）

トピックス

トピックス

　令和４年3月の満開の桜の中、寺内ダム（美
み

奈
な

宜
ぎ

湖
こ

）湖畔の「あまぎ水の文化村」に、誰でも自由に
弾けるヤマハのストリートピアノ「LovePiano®５号機

（※１）
」を設置しました。ピアノの音色が流れる桜

満開の美奈宜湖の景観は、より魅力的に感じられました。
　ピアノ設置期間の約10日間で、約300名の方が演奏を行い、「あまぎ水の文化村」に約1,000名の方
が来場されるなど、多くの方に美奈宜湖を訪れていただきました。
　また、令和3年11月26日～ 30日には地域と連携し、寺内ダムのライトアップも実施しました。
　これらの取組により、平成29年７月九州北部豪雨による豪雨水害に見舞われた朝倉・東峰地域の再
生・発展の機運も高まりました。

満開の桜とピアノのしらべ（寺内ダム）

※ 1　「LovePiano®」とは、「ピアノをもっともっと身近に感じてほしい。そして楽しんでほしい。」との願いから始まっ
たヤマハのストリートピアノプロジェクト。これまで駅や空港、商業施設など80カ所以上で展開。「LovePiano®」
はデザインが異なる１号機から５号機があり、九州での設置は今回が初めてとなります。

※２　演奏は福岡県でジャズピアノをされているたくみ（takumi_motoyama）さんです。他の演奏動画は Instagram
よりご覧いただけます。�

ピアノ演奏の様子※２ 寺内ダムライトアップの様子美奈宜湖と桜
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４
︲
３　
環
境
保
全
活
動

と
地
域
交
流
へ
の
取
組

　

地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、

地
元
自
治
体
や
関
係
団
体
と
と

も
に
、森
林
整
備
活
動
、地
域・

河
川
内
の
清
掃
活
動
や
環
境
に

関
す
る
啓
発
活
動
な
ど
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

取
組
状
況

■
森
林
保
全
活
動

　
河
川
流
域
の
森
林
保
全
は
、
森
林

の
水
源
涵
養
、
水
質
浄
化
、
土
砂
流

失
防
止
な
ど
の
機
能
に
よ
り
、
河
川

環
境
の
保
全
に
役
立
ち
ま
す
。
流
域

内
の
自
治
体
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
関
係

機
関
と
連
携
し
、
植
林
や
間
伐
等
の

山
林
整
備
を
通
じ
て
、
森
林
保
全
活

動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
水
資
源
機

構
で
は
、
そ
の
森
林
保
全
活
動
に
協

力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
愛
知
用
水
総
合
管
理
所
で
は
、
牧

尾
ダ
ム
周
辺
の
景
観
整
備
と
ダ
ム
を

潤
す
水
源
涵
養
林
の
保
護
、
育
成
を

目
的
と
し
た
愛
知
用
水
利
水
者
連
絡

協
議
会
植
樹
祭
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
植
樹
祭
は
平
成
13
年
か
ら
毎
年
実

施
さ
れ
て
お
り
、
令
和
３
年
度
は
ナ

ナ
カ
マ
ド
、
カ
エ
デ
の
植
樹
を
行
い

ま
し
た
。

■
環
境
保
全
活
動
を
通
じ

た
地
域
交
流

　

琵
琶
湖
開
発
総
合
管
理
所
で
は
、

琵
琶
湖
沿
岸
の
水
辺
環
境
の
保
全
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
琵
琶
湖
で
減

少
し
て
い
る
フ
ナ
･
コ
イ
な
ど
の
在

来
魚
の
回
復
に
役
立
て
る
た
め
、
在

来
魚
の
産
卵
･
成
育
の
場
と
し
て
ビ

オ
ト
ー
プ
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
地
域
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
に

協
力
し
て
い
た
だ
き
、
草
津
市
新
浜

町
に
あ
る
﹁
新
浜
ビ
オ
ト
ー
プ
﹂
で

生
ま
れ
育
っ
た
フ
ナ・コ
イ
な
ど
を
、

琵
琶
湖
に
帰
す
（
放
流
す
る
）﹁
お

魚
里
帰
り
大
作
戦
２
０
２
１
﹂
を
開

催
し
ま
し
た
。

お魚里帰り大作戦（琵琶湖開発）

愛知用水利水者連絡協議会植樹祭（愛知用水）

　

木
曽
川
用
水
総
合
管
理
所
で
は
、

毎
年
、
地
域
の
小
学
４
年
生
を
対
象

に
﹁
木
曽
川
用
水
総
合
管
理
所
体
験

学
習
会
﹂
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
木
曽
川
用
水
の
役
割
及
び
水
質
に

つ
い
て
学
習
し
、
水
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
水

路
の
模
型
を
用
い
た
流
水
実
験
、
水

に
関
す
る
ク
イ
ズ
や
木
曽
川
用
水
総

合
管
理
所
操
作
室
の
見
学
を
行
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、地
域
の
小
学
生
と
一
緒
に
、

環
境
に
関
す
る
関
心
を
高
め
る
た
め

に
、
木
曽
川
大
堰
下
流
の
左
岸
堤
防

の
清
掃
を
実
施
し
ま
し
た
。

水に関するクイズ（木曽川用水）
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トピックス

　愛知用水は、2021年９月30日で全面通水から60年
を迎えました。通水60周年を記念して、2021年９月
25日に、JAあぐりタウンげんきの郷（大府市）にて「愛
知用水通水60周年記念イベント」が、毎年恒例のイベ
ント「愛知用水と水源の森」とあわせて開催されました。
　このイベントは、水不足に悩まされていた愛知県知
多半島地域に「命の水」をもたらした農家の熱意と努力、
そして水源の王滝村、木曽町の協力と水源の森に代表
される自然の恵みに感謝するものです。
　愛知用水総合管理所からは、愛知用水の水源である
牧尾ダムの流木の無料配布、愛知用水パネル展示など
を行い、受益地域と水源地域との交流を深め、水源か
ん養林の重要性について知ってもらう機会となりまし
た。

　一庫ダムでは、令和元年度に寄付金制度を活用した上下流交流の取組として、エドヒガンの植樹を
実施しました。令和３年度は、エドヒガンを追加植樹するために、「エドヒガン咲かそう会」の皆様に
ご指導いただき、秋ごろから植樹場所の選定、整備、植樹するための穴掘りやシカ除けネットの設置
などの準備を進めてきました。こうした準備が整い、２月24日と３月２日にダムサイト右岸側管理所
周辺にエドヒガン約40本の追加植樹を行うことができました。
　令和元年度に植樹したエドヒガンは、３本が植樹後初めて開花し、順調に生育しています。
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